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平
　
田

隆
　
夫

序
　
　
　
説

　
戦
前
に
於
け
る
独
乙
の
労
働
者
教
育
は
、
主
と
し
て
労
働
組
合
白
身
の
手
に
よ
っ
て
実
施
せ
ら
れ
た
。
労
働
者
教
育
団
体
、
連
邦

並
に
州
政
府
等
は
、
労
働
者
教
育
に
余
り
閑
心
を
も
た
な
か
っ
た
し
、
大
学
も
殆
ん
ど
労
働
者
教
育
に
は
関
与
し
て
い
な
い
。
独
乙

の
労
働
者
教
育
は
、
労
組
を
中
軸
と
す
る
い
わ
ゆ
る
「
労
働
組
合
教
育
」
（
・
・
。
ミ
。
、
斤
・
、
。
プ
、
…
。
プ
。
望
ｑ
自
箏
・
・
。
つ
”
、
げ
。
５
で
あ
る
と
言
っ
て

も
辿
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
・
そ
う
し
て
、
か
か
る
伝
統
は
、
大
体
基
本
的
に
は
戦
後
に
於
て
も
継
承
せ
ら
れ
て
、
今
日
に
至
っ
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
か
く
の
ご
と
き
独
乙
の
労
働
者
教
育
の
雌
史
は
、
一
九
世
紀
の
末
に
ま
で
湖
る
こ
と
が
出
来
る
と
一
一
一
ｐ
わ
れ
、
　
「
独
乙
ヵ
ト
リ
ツ
ク

因
民
彬
会
」
（
く
Ｏ
麦
く
胃
９
箏
昌
Ｈ
｛
易
ぎ
｝
○
Ｈ
一
・
っ
Ｏ
ぎ
一
Ｕ
９
薄
巨
彗
Ｐ
）
が
、
キ
リ
ス
ト
教
労
組
の
指
導
者
を
対
象
と
し
て
実
施
し
た
も
の

が
最
初
で
あ
っ
た
・
や
が
て
「
柵
音
労
例
者
脇
会
」
（
睾
竃
。
・
¢
Ｈ
ぎ
ぎ
ま
至
雪
く
０
邑
罵
）
が
こ
れ
に
倣
い
、
一
九
〇
四
年
に
は
、
ヒ
ル

シ
ュ
一
ド
ゥ
ン
カ
ー
式
労
働
糾
介
も
、
デ
ュ
セ
ル
ド
ル
フ
で
労
働
講
座
を
閑
設
し
、
九
回
の
講
義
で
、
経
済
学
、
労
働
立
法
、
労
働

　
　
　
西
独
の
労
働
老
教
育
（
平
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
　
（
五
〇
五
）



　
　
　
　
立
命
嚢
済
学
（
第
十
二
巻
．
第
五
．
六
扉
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
（
五
〇
六
）

保
険
、
労
働
運
動
を
取
扱
つ
て
い
る
。
一
方
白
由
労
働
組
合
の
側
に
於
て
も
、
既
に
一
九
〇
二
年
石
版
印
刷
工
組
合
の
提
案
に
基
き
一

労
働
組
合
教
育
の
運
動
が
展
閑
さ
れ
る
に
至
り
、
一
九
〇
六
年
八
月
か
ら
実
施
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
「
独
乙
労
働
総
同
盟
」
（
と
冨
－

冒
の
一
箏
の
、
Ｏ
。
一
一
け
の
。
｝
、
、
○
、
考
。
、
斤
・
。
。
才
、
津
。
。
げ
貢
目
ｑ
（
＞
Ｏ
○
¢
）
）
の
一
般
委
員
会
（
○
彗
Ｏ
邑
ぎ
昌
邑
。
っ
。
っ
一
昌
）
が
、
ベ
ル
リ
ン
に
設
置
し
た
学
校
に

於
て
閑
始
さ
れ
た
。
コ
ー
ス
は
最
初
四
週
問
の
も
の
で
あ
つ
た
が
、
後
に
六
週
問
に
延
長
せ
ら
れ
た
・
第
一
次
大
戦
勃
発
ま
で
に
・

合
計
二
二
の
コ
ニ
が
噂
収
さ
れ
、
一
、
四
一
七
人
の
組
合
役
員
が
、
そ
れ
ら
に
参
加
し
て
い
る
。
講
義
の
内
容
は
・
杜
会
立
法
・

統
計
学
、
国
民
経
済
、
会
計
学
、
内
外
労
働
組
合
の
歴
史
及
び
理
論
等
で
あ
り
、
レ
ギ
ェ
ソ
、
ザ
ッ
セ
ン
バ
ッ
ハ
・
ベ
ル
ソ
ス
タ
イ

ソ
等
の
一
流
労
組
指
導
者
の
諸
氏
が
講
師
を
勤
め
た
。
一
九
〇
九
年
か
ら
は
、
労
働
紺
合
書
記
の
た
め
の
コ
ー
ス
を
開
始
し
た
が
、

一
九
一
四
年
ま
で
に
套
四
回
同
様
を
の
を
躍
し
、
合
計
二
五
人
が
受
講
し
た
。
こ
の
了
ス
で
は
・
杜
会
保
険
並
に
労
働

法
と
い
っ
た
特
別
の
課
程
が
中
心
と
な
っ
た
。

竺
次
茱
大
婆
は
、
ワ
ィ
一
ル
共
和
国
の
成
立
と
と
も
に
、
滋
者
に
は
団
結
権
、
団
体
交
渉
権
が
保
障
さ
れ
・
周
知
の
よ

う
に
、
労
雛
八
、
務
は
著
し
い
蓬
を
遂
げ
た
。
一
方
霧
協
議
公
法
、
労
鍵
判
法
、
労
働
争
騎
整
法
・
労
働
協
約
牽
が

制
定
せ
ら
れ
、
労
例
復
。
い
只
、
特
に
処
、
役
、
お
貞
ぽ
災
し
た
。
従
つ
て
か
か
る
潅
に
謀
す
る
た
め
・
労
組
を
中
心
と
し

て
、
新
ら
た
に
、
協
姦
鼎
禁
協
苫
れ
る
に
ピ
エ
つ
た
の
で
あ
る
。
既
に
一
九
一
九
午
の
秋
、
ヶ
ル
ン
で
は
・
経
済
学
並
に

些
科
学
に
閑
す
る
「
＾
、
協
紅
八
、
ゼ
、
・
・
Ｔ
ル
一
が
燃
さ
れ
た
。
こ
れ
は
夜
学
で
あ
一
た
が
、
こ
こ
で
糾
合
幹
部
が
教
育
を

う
け
た
。
一
九
一
二
年
に
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
言
、
、
三
に
労
例
令
一
・
事
ヨ
葦
二
茎
一
砧
没
せ
ら
れ
一
一
・
こ
れ

は
キ
リ
ス
ト
牧
、
証
、
＾
、
説
並
に
プ
ロ
イ
セ
ン
州
の
共
催
で
、
統
”
な
大
学
催
の
教
育
を
煤
と
し
て
火
施
さ
れ
た
・
こ

こ
で
は
、
工
、
＾
的
．
努
的
誉
の
え
享
、
某
木
裟
、
打
を
け
い
、
什
烹
京
、
労
鮒
豆
に
に
生
活
に
於
て
・



責
任
あ
る
行
動
を
と
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
訓
練
さ
れ
る
。
こ
の
労
働
大
学
に
っ
い
て
は
、
後
に
又
関
説
す
る
が
、
　
「
独
乙
労
働
総

同
明
皿
」
は
、
最
初
の
十
カ
年
閉
に
、
そ
の
受
講
者
の
ユ
一
２
を
派
遺
し
た
。
こ
の
受
講
者
の
約
２
一
３
は
経
営
の
従
業
員
で
あ
り
、

組
合
役
員
は
ユ
一
４
に
す
ぎ
な
い
。
一
九
二
〇
年
夏
に
は
、
ミ
ュ
ソ
ス
タ
ー
大
学
で
、
指
導
的
な
組
合
役
員
の
教
育
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
は
プ
レ
ソ
ゲ
（
臼
・
お
ｏ
）
教
授
の
指
導
の
下
に
実
施
さ
れ
、
経
営
協
議
会
コ
ｉ
ス
の
教
師
を
養
成
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。

一
九
二
二
年
に
は
、
デ
ュ
セ
ル
ド
ル
フ
や
ベ
ル
リ
ソ
に
於
て
、
経
済
及
び
行
政
に
閑
す
る
州
立
専
門
学
校
（
ヨ
Ｏ
茅
Ｏ
巨
一
〇
）
が
開
設
さ

れ
た
。
尤
も
ベ
ル
リ
ソ
の
も
の
は
、
一
九
二
四
年
か
ら
一
九
二
六
年
ま
で
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
ワ
イ
マ
ル
時
代
そ
の
活

莇
を
続
行
し
た
。
「
独
乙
労
働
総
同
盟
」
は
、
一
九
二
九
年
五
月
、
ベ
ル
リ
ソ
の
ベ
ル
ナ
ウ
（
黒
；
彗
）
に
寮
側
学
校
（
巨
胃
墨
募
ｏ
巨
－
ｏ
）

を
閉
佼
し
た
が
、
こ
の
租
の
も
の
と
し
て
は
最
初
の
試
み
で
あ
っ
た
。
初
年
度
に
於
て
、
二
週
閉
乃
至
三
週
問
の
コ
ー
ス
並
に
週
末

の
特
別
コ
ー
ス
に
一
、
七
五
五
人
の
組
合
役
貝
が
参
加
し
た
と
い
わ
れ
る
。
一
方
単
位
組
合
、
例
え
ぼ
「
独
乙
金
属
労
働
者
組
合
」

も
、
当
時
既
に
そ
れ
ｎ
身
の
「
経
済
学
佼
」
を
も
っ
て
い
た
。
又
こ
の
外
に
地
区
並
び
に
地
方
（
州
）
の
股
階
に
１
於
て
も
、
労
働
者

教
育
活
動
は
展
閑
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
ｎ
山
州
ザ
ク
セ
ソ
（
軍
Ｑ
艮
墨
け
ｃ
。
胃
ヲ
雪
）
だ
げ
で
も
、
一
〇
〇
余
を
教
え
る
経
済
並
に
経
営

泌
議
会
学
佼
が
閉
設
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
経
費
の
相
当
郁
分
が
、
ザ
ク
セ
ソ
州
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
た
。

　
第
二
次
大
液
以
前
に
於
げ
る
か
よ
う
な
労
働
者
教
育
の
詐
細
に
っ
い
て
、
今
こ
こ
で
こ
れ
以
上
立
入
る
こ
と
は
出
来
な
い
し
、
又

手
許
に
そ
の
資
料
も
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
要
す
る
に
労
働
糾
介
が
キ
体
と
な
っ
て
実
施
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も

戦
前
の
独
乙
労
働
組
合
は
、
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
経
沽
概
、
宗
教
的
信
条
等
を
異
に
す
る
に
従
っ
て
、
ｎ
由
労
組
、
キ
リ
ス
ト

教
労
紅
、
ヒ
ル
シ
ュ
・
ド
ゥ
ソ
カ
ー
式
労
組
等
に
分
裂
し
て
い
た
。
従
っ
て
こ
れ
ら
の
各
労
組
の
実
施
す
る
労
働
組
合
教
育
は
、
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

然
の
こ
と
乍
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
デ
オ
ｐ
ギ
ー
、
経
済
槻
や
宗
教
的
信
条
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
着
色
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
特

　
　
　
酉
独
の
労
働
者
教
育
（
平
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
　
（
五
〇
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
．
第
五
．
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
　
（
五
〇
八
）

に
自
由
労
組
の
そ
れ
は
、
マ
ル
ク
ス
的
階
級
闘
争
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
支
え
ら
れ
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　
敗
戦
の
結
果
、
ナ
チ
ズ
ム
の
第
三
帝
国
は
崩
壊
し
た
が
、
独
乙
は
東
西
に
分
割
占
領
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
西
独
乙
に
於
て
も
、

第
一
次
大
戦
の
場
合
と
同
様
、
労
働
組
合
の
再
建
に
伴
い
、
労
働
者
教
育
活
動
が
開
始
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
従
前
と
は
異
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

っ
た
様
相
の
下
に
発
展
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
西
独
に
於
け
る
労
働
組
合
運
動
は
、
最
初
英
、
米
、
仏
の
三
国
占
領
地
区
毎
に
再
建
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
産
業
別
主
義
と
政

治
的
中
立
主
義
を
基
調
と
す
る
統
一
労
働
組
合
（
向
巨
邑
蔦
婁
胃
茅
ｏ
罫
｛
け
）
と
し
て
展
閑
さ
れ
た
。
そ
う
し
て
、
　
一
九
四
九
年
独
乙

連
邦
共
和
国
の
誕
生
と
と
も
に
、
同
年
十
月
、
　
「
独
乙
労
働
組
合
総
同
盟
」
（
一
Ｕ
０
募
｝
胃
○
署
睾
〆
乙
り
Ｏ
罫
豪
巨
邑
）
が
創
立
さ
れ
る
に

及
ん
で
、
西
独
の
労
働
運
動
は
、
一
応
の
統
一
を
な
し
と
げ
た
の
で
あ
る
。
以
下
Ｄ
Ｇ
Ｂ
と
略
称
す
る
こ
の
組
織
は
、
周
知
の
よ
う

に
、
一
六
の
全
国
的
産
茱
別
組
合
の
連
合
体
で
あ
り
、
組
合
貝
総
赦
六
〇
〇
万
余
を
擁
す
る
西
独
最
大
の
全
国
的
中
央
機
関
で
あ
る
。

し
か
し
乍
ら
、
Ｄ
Ｇ
Ｂ
を
始
め
、
そ
の
他
の
労
働
組
合
指
導
老
ら
は
、
労
働
者
教
育
の
必
要
を
痛
感
し
、
新
ら
た
な
る
構
想
の
も
と

に
、
敗
職
直
後
か
ら
労
働
組
合
の
教
育
沽
動
を
行
わ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
か
っ
た
。
何
ん
と
な
ら
ぼ
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
時
代
、
労
働
組
合

は
壊
減
し
て
お
り
、
Ｄ
Ｇ
Ｂ
に
納
集
し
た
組
令
ハ
の
約
七
五
％
は
、
全
く
労
働
組
合
の
経
駄
を
も
た
な
い
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
先

ず
こ
れ
ら
の
一
般
一
ガ
働
細
く
い
以
を
啓
蒙
す
る
た
め
の
教
育
沽
動
が
必
要
で
あ
っ
た
。
一
方
共
同
決
定
法
、
経
営
組
織
法
等
の
制
定
に

よ
っ
て
、
労
働
考
の
経
営
参
加
が
拡
大
・
独
化
さ
れ
、
又
杜
く
ム
保
険
管
理
機
閑
、
労
働
裁
判
所
、
杜
会
裁
判
所
（
ｃ
。
◎
Ｎ
一
島
＆
ｏ
～
）
へ

労
働
考
代
表
を
派
遣
す
る
た
め
に
は
、
劣
赦
の
有
給
車
任
又
は
無
給
の
糾
介
役
い
を
必
要
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
健
康
保
険
並
に
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

の
他
の
礼
く
ム
保
険
閑
係
機
閑
へ
は
約
三
万
人
以
上
の
労
働
者
代
表
を
派
遮
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
し
、
六
〇
〇
万
人
の
組
八
〔
貝
の
た

め
に
は
、
約
三
〇
万
人
の
専
従
並
に
無
給
の
組
八
ｎ
役
い
を
必
要
と
す
る
。
従
っ
て
こ
れ
ら
糾
く
ｎ
桁
導
者
の
育
成
が
又
労
働
紅
介
教
育



の
重
要
な
課
題
と
な
る
。
西
独
の
経
営
に
は
、
二
一
万
の
経
営
協
議
会
と
約
一
万
の
監
査
役
会
が
、
労
働
者
の
利
益
を
代
表
し
て
活

動
し
て
い
る
と
い
わ
れ
牟
）
か
く
て
戦
後
の
労
働
組
合
は
、
第
一
次
大
婆
に
も
ま
し
て
、
一
屑
広
汎
な
責
薯
負
わ
さ
れ
た
の
で

あ
り
、
そ
の
経
済
的
政
治
的
乃
至
文
化
的
生
活
に
於
て
演
ず
る
役
割
は
、
重
か
つ
大
で
あ
る
。
従
っ
て
、
労
組
が
そ
の
本
来
の
使
命

を
果
す
た
め
に
は
、
組
合
員
並
に
組
合
役
員
の
教
育
、
婁
言
す
れ
ぼ
、
ガ
働
組
合
教
育
活
動
の
拡
充
．
強
化
が
絶
対
的
要
請
と
な
る

　
　
　
（
６
）

で
あ
ろ
う
。

　
大
体
以
上
の
ご
と
き
情
勢
の
中
に
於
て
、
西
独
の
労
働
組
合
教
育
活
動
ぼ
展
閑
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
戦

前
の
よ
う
な
特
定
の
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
宗
教
的
信
条
に
基
く
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
Ｄ
Ｇ
Ｂ
が
、
政
党
支
持
の
ｎ
山
を
組

合
貝
個
人
に
任
し
、
Ｄ
Ｇ
Ｂ
と
し
て
は
政
治
的
中
立
主
義
を
と
っ
て
い
る
立
場
上
、
当
然
の
こ
と
と
一
一
一
一
口
わ
な
け
れ
ぼ
た
ら
な
い
で
あ

ろ
う
・
現
在
西
独
に
於
て
・
労
働
者
教
育
は
、
種
々
な
る
立
場
か
ら
多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
色
々
に
定
義
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
詳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

細
に
は
立
入
ら
な
い
が
、
支
配
的
見
解
に
よ
れ
ぼ
、
「
労
働
組
合
教
育
は
、
成
人
教
育
（
向
、
オ
、
。
一
一
・
。
。
、
、
。
箏
げ
旨
一
、
箏
胴
）
の
一
環
を
な
す
も

の
で
あ
る
・
常
に
重
要
な
決
定
を
し
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
労
働
組
合
貝
は
、
基
礎
的
な
知
漱
と
杜
八
ム
生
活
に
っ
い
て
の
統
一
的
見
解

た
く
し
て
は
・
こ
れ
を
な
し
得
な
い
・
従
っ
て
、
労
働
組
合
教
育
の
木
貫
は
、
全
体
に
対
す
る
責
任
を
意
泌
し
、
こ
の
全
責
任
の
範

囲
内
に
於
て
・
彼
ｎ
身
の
〔
由
な
個
人
的
判
附
に
狐
き
、
独
断
を
排
し
、
寛
容
の
精
神
を
も
っ
て
、
利
益
へ
衣
と
し
て
の
化
命
を
果

し
得
る
よ
う
な
人
…
を
育
成
す
る
に
あ
る
」
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
我
々
は
、
西
独
の
労
働
者
教
育
が
、
戦
前
の
階
級
闘
争
主

義
を
清
算
し
、
西
欧
民
主
主
義
の
推
護
に
必
要
な
教
育
を
労
働
組
合
一
只
に
与
え
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が
出

来
る
で
あ
ろ
う
・
そ
の
意
味
に
於
て
は
、
広
錘
の
政
治
教
育
と
密
接
な
関
連
を
も
っ
の
で
あ
る
が
、
西
独
の
労
働
者
教
育
は
、
依
然

と
し
て
労
働
組
合
教
育
で
あ
り
、
そ
の
大
部
分
は
、
労
働
組
合
、
就
中
Ｄ
Ｇ
Ｂ
の
手
に
よ
っ
て
火
施
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
西
独
の
労
働
老
教
育
（
平
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
　
（
五
〇
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
　
（
五
一
〇
）

　
本
稿
に
於
て
は
、
西
独
の
か
か
る
労
働
組
合
教
育
の
現
状
に
つ
い
て
概
説
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
大
体
次
の
よ
う
な
順
序
に

従
っ
て
行
い
た
い
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、
先
づ
西
独
に
於
け
る
労
働
者
教
育
の
支
配
的
形
態
で
あ
る
労
働
紺
合
白
身
の
実
施
す
る
教

育
活
動
を
と
り
あ
げ
る
。
次
に
労
働
組
合
の
教
育
計
画
と
密
接
な
協
働
関
係
に
於
て
実
施
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
組
織
的
に
は
一
応

別
個
の
も
の
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
労
働
大
学
並
に
「
労
働
と
生
活
」
（
孝
重
叶
昌
ら
ｒ
Ｏ
げ
彗
）
の
労
働
者
教
育
活
動
に
つ
い
て
考

察
す
る
。

　
な
お
、
西
ベ
ル
リ
ン
は
、
特
殊
な
事
情
に
お
か
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
付
わ
れ
て
い
る
労
働
者
教
育
活
動
に
っ
い
て
は
、
紙
幅

の
関
係
も
あ
り
、
本
稿
で
は
、
一
応
こ
れ
を
考
察
の
外
に
お
い
た
。

　
（
！
）
く
。
・
一
二
亨
一
窃
身
９
し
Ｕ
庁
く
ｐ
ｏ
ミ
ｐ
胃
句
量
葦
Ｓ
箒
¢
」
ｏ
串
ｃ
つ
○
・
．
竃
べ
１
睾

　
（
２
）
。
戸
ｏ
８
ぎ
＞
三
・
邑
９
昌
、
レ
・
；
～
琴
匿
昌
き
一
；
募
事
葦
…
蓑
．
曇
。
・
．
看
お
－
岸
三
姜
．
ヌ
＝

　
　
睾
量
ま
二
鼻
毒
一
一
二
・
箏
§
昌
葦
と
ぎ
邑
・
一
＝
Ｏ
Ｆ
星
季
一
．
・
；
二
〇
；
毒
○
…
辱
二
一
峯
一
・
自
Ｃ
つ
亘
一
８
一
。
．

　
　
岩
蟹
．
ｐ
Ｈ
Ｏ
ｏ
ｏ
．

　
（
３
）
お
一
二
↓
ユ
霧
９
ら
．
Ｐ
○
．
ｃ
つ
○
つ
．
Ｓ
ｏ
－
亀
．

　
（
４
）
ｃ
つ
・
巨
｝
ｏ
Ｆ
睾
一
９
・
』
豊
叶
。
。
・
一
曇
○
婁
・
宍
。
・
・
一
一
事
・
自
。
。
９
二
奏
二
事
．
ｃ
・
．
睾

　
（
５
）
弓
ユ
ｏ
。
つ
ｏ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
○
．
ｃ
つ
○
ｏ
．
Ｓ
ｃ
・
－
墨
．

　
（
６
）
く
。
・
一
・
し
ご
し
彗
宇
・
芦
多
、
．
二
Ｕ
庁
｛
・
募
・
一
曇
○
…
賢
ぎ
・
巨
ｈ
雪
二
婁
．
。
つ
妻
．
二
．
ｃ
・
。
・
．

　
（
７
）
く
。
・
Ｈ
．
一
〇
〇
〇
巨
〔
ぎ
一
Ｎ
二
．
～
．
○
．
ｃ
つ
○
○
．
８
ｉ
軍

　
　
　
　
　
　
　
二
　
労
働
組
合
の
教
育
活
動

労
例
紅
八
〕
ｎ
身
の
火
施
す
る
労
働
者
玖
育
は
、
そ
の
大
舳
分
が
Ｄ
Ｇ
Ｂ
煎
に
そ
の
加
Ｗ
糾
介
の
丁
に
よ
っ
て
計
山
さ
れ
て
い
る
。



し
か
し
「
独
乙
職
員
組
合
」
（
ｏ
豊
雪
ぎ
＞
長
茸
ｏ
旨
９
胴
署
睾
茅
｝
葦
彗
）
も
、
極
め
て
小
規
模
乍
ら
、
Ｄ
Ｇ
Ｂ
と
同
様
た
教
育
活
動

を
行
い
つ
つ
あ
る
。
以
下
Ｄ
Ａ
Ｇ
と
略
称
す
る
こ
の
組
合
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ソ
の
み
の
組
合
の
連
合
体
で
あ
り
、
一
九
六
一
年
末
に

於
て
、
組
合
員
総
計
約
四
六
万
人
を
数
え
る
。
同
じ
時
期
に
於
げ
る
Ｄ
Ｇ
Ｂ
の
組
合
員
合
計
は
、
約
六
三
八
万
人
を
示
し
て
い
る
か

ら
、
Ｄ
Ａ
Ｇ
は
、
勢
力
的
に
は
Ｄ
Ｇ
Ｂ
に
と
う
て
い
比
肩
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
Ｄ
Ｇ
Ｂ
の
中
に
約
七
三
万
人
の
職
員
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

約
五
三
万
人
の
公
務
員
を
包
括
し
て
い
る
事
実
に
よ
っ
て
も
察
知
し
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
は
先
づ
Ｄ
Ｇ
Ｂ
が
計

画
し
か
っ
実
施
し
て
い
る
労
働
組
合
教
育
の
現
状
を
概
観
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
Ｄ
Ｇ
Ｂ
は
、
本
部
に
教
育
部
を
設
置
し
、
Ｄ
Ｇ
Ｂ
並
に
そ
の
加
盟
組
合
の
実
施
す
る
労
働
紺
合
教
育
の
企
画
・
調
整
・
連
絡
等
の

仕
事
を
担
当
し
て
い
る
。
そ
の
州
組
織
に
も
同
様
な
も
の
が
あ
り
、
加
盟
組
合
も
、
そ
れ
ぞ
れ
本
部
並
び
支
部
に
教
育
担
当
の
書
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

を
お
い
て
い
る
。
そ
う
し
て
現
在
Ｄ
Ｇ
Ｂ
並
び
に
そ
の
加
盟
組
合
が
実
施
す
る
教
育
活
動
は
、
一
般
教
育
と
技
術
教
育
に
分
げ
ら
れ

る
が
、
一
般
教
育
の
方
は
、
大
体
次
の
段
階
に
従
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
凶
地
区
並
び
に
地
方
教
育
活
動
、
固
総
同

盟
学
校
（
雲
邑
霧
。
っ
Ｏ
巨
Ｈ
０
）
、
Ｏ
組
合
学
校
（
く
胃
雪
邑
。
っ
乙
。
Ｏ
巨
Ｈ
０
）
が
こ
れ
で
あ
る
。
　
こ
の
外
に
労
働
大
学
（
＞
ぎ
註
邑
Ｑ
Ｐ
實
ま
匡
け
）

が
あ
る
。
こ
れ
は
Ｄ
Ｇ
Ｂ
並
び
に
そ
の
加
盟
紺
合
の
教
育
活
動
と
不
可
分
に
結
合
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
Ｄ
Ｇ
Ｂ
〔
身
の
施
設

で
は
な
い
か
ら
、
こ
れ
を
別
個
に
取
扱
う
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
先
づ
凶
、
固
、
ｏ
に
っ
い
て
概
説
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

　
蜘
　
地
区
並
び
に
地
方
教
育
活
鋤

　
こ
れ
は
Ｄ
Ｇ
Ｂ
の
州
組
織
並
び
に
そ
の
下
郁
の
地
区
机
織
が
行
う
教
育
活
動
で
あ
る
、
地
区
の
レ
ベ
ル
に
於
け
る
牧
育
活
動
は
、

個
々
の
講
義
並
び
に
夜
閉
コ
ー
ス
、
研
究
班
等
が
定
期
的
に
行
わ
れ
る
が
、
地
方
乃
至
州
の
股
階
に
於
け
る
そ
れ
は
、
週
木
学
校
、

一
週
問
の
宿
泊
学
校
等
が
支
配
的
で
あ
る
。
コ
ー
ス
は
、
労
働
糾
合
に
関
す
る
一
般
的
基
礎
的
コ
ー
ス
と
特
別
コ
ー
ス
と
に
分
類
さ

　
　
　
西
独
の
労
働
老
教
育
（
平
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
　
（
五
一
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
　
（
五
一
二
）

れ
る
。
一
般
コ
ー
ス
で
は
、
労
働
法
、
仕
会
政
策
並
び
に
杜
会
保
険
、
国
民
経
済
学
、
経
営
学
、
杜
会
学
が
そ
の
内
容
で
あ
り
、
特
別

コ
ー
ス
で
は
、
経
営
協
議
会
、
共
同
決
定
、
杜
会
裁
判
所
、
労
働
裁
判
所
等
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。
一
九
五
三
年
に
於
て
、
Ｄ
Ｇ
Ｂ

の
地
区
講
座
に
二
一
二
、
三
二
二
人
の
組
合
員
が
参
加
し
た
と
言
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
は
同
年
各
加
明
皿
組
合
の
実
施
し
た
講
座
へ
の

出
席
者
は
包
括
さ
れ
て
い
な
い
。
例
え
ぼ
「
公
益
事
業
・
交
通
運
輸
労
働
紅
合
」
（
○
ｏ
毒
茅
。
っ
ｏ
ぎ
津
０
：
藏
き
享
ｏ
ｇ
Ｑ
易
亘
↓
ｈ
～
易
君
具
昌
｛

く
胃
ぎ
孝
）
は
、
四
六
の
地
区
週
末
講
座
と
三
二
一
の
夜
問
講
座
を
開
講
し
、
前
者
に
は
一
、
四
二
〇
人
、
後
者
に
は
二
一
、
五
八
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
参
加
し
た
と
言
わ
れ
る
。

我希組区地搬糸Ｈ糸Ｈ少

数老加

■
参
…数スコ数者加参

．
．
数
．スコ次年

４５５１６４０６２

０８１０９６９２３

６７７３９８７３３
５
　
０
．
［
ｏ

ｏ
ｏ
　
Ｏ
　
　
０

７
‘
　
Ｏ
　
　
ｏ
０

４
　
　
一
Ｌ
〇
　
　
一
Ｌ
ｏ

１
■
　
　
１
■
　
　
７
’

■
１
　
■
１
　
　
４

７
’
　
Ｏ
　
　
　
Ｆ
ｈ
）

Ｏ
　
（
）
　
　
ｏ
ｏ

８
　
　
８
　
　
８

ｏ
ｏ
　
３
　
　
（
ｏ

　
　
　
１

９２３５１

２０９，５１

９３４，４１

０５２，４１

０

９
］

９，９５

２１３

８８５

５７５

Ｏ
Ｆ
０

５

－

５２０，２

　
　
　
０
　
　
１
　
２
　
３
　
４
　
　
Ｌ
－

　
　
　
５
５
５
５
５
一
、
．
、
ｕ

　
　
　
１
９
１
９
１
９
１
９
１
９
　
〈
ｎ

な
お
一
九
五
八
年
の
赦
字
に
よ
れ
ぼ
、

　
つ
ｆ
リ
用
Ｃ

引
　
。
り
る
よ
あ

　
　
で
３５
算
２
俸
＆
才

　
　
は

０
・
字
み
数

一
孔
の

一
ｈ
，
年

一
ｓ
・
５
４

一
．
１
ｅ
１
９

一
　
ｒ一
丁
お

一
　
な

）考併（

　
（
６
）

　
　
一
九
五
五
年
に
は
、
八
つ
の
Ｄ
Ｇ
Ｂ
の
州
組
織
内
に
於
て
、
地
区
講
座
三
、
八
三
一
が

　
　
　
開
設
さ
れ
、
二
二
〇
、
一
一
一
人
が
参
加
し
た
。
又
州
組
織
が
直
接
実
施
し
た
三

　
　
　
六
の
講
座
に
三
、
七
四
五
人
が
出
席
し
た
。
こ
れ
以
外
に
、
週
末
コ
ー
ス
、
夜
閉

　
　
　
講
座
に
約
一
六
万
人
の
受
講
者
が
あ
り
、
州
糾
織
が
直
按
計
画
し
た
も
の
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

　
　
　
約
三
万
五
千
人
が
参
加
し
た
と
撮
告
さ
れ
て
い
る
。

１ｕ
　
　
　
　
か
く
の
ご
と
く
、
こ
の
レ
ベ
ル
の
労
働
組
合
教
育
は
、
Ｄ
Ｇ
Ｂ
並
び
に
そ
の
加

レ止
　
　
惚
組
八
ｎ
の
地
区
並
び
に
州
糾
繊
を
中
心
に
し
て
映
閉
せ
ら
れ
る
教
育
活
動
で
あ
り
、

Ｃ
レ○
　
　
最
も
基
本
的
な
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
総
同
閉
皿
学
校
又
は

巳ｅ
ｕ
　
　
紅
合
学
佼
へ
逃
学
す
る
た
め
の
準
鮒
教
育
と
も
な
っ
て
い
る
。
今
Ｄ
Ｇ
Ｂ
〔
身
が

Ｄ
　
　
　
閉
維
し
た
州
糾
織
（
ｇ
邑
鴉
げ
邑
宍
）
並
び
に
地
区
組
織
（
琴
券
と
．
９
蕃
易
。
。
ｏ
プ
蒜
。
・
ｏ
）

　
　
　
の
労
働
講
座
に
閑
す
る
実
、
絞
を
示
す
と
、
上
表
の
通
り
で
あ
る
。

地
区
並
び
に
地
方
組
織
の
段
陪
に
於
て
、
一
六
〇
の
街
汕
学
校
、
四
二
二
の
週
末
コ
ー
ス
、



七
八
の
夜
間
学
校
、
二
三
の
短
期
コ
ー
ス
、
一
九
四
の
一
日
学
佼
が
、
そ
れ
ぞ
れ
開
設
せ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

　
固
総
同
盟
学
校

　
以
上
の
よ
う
な
地
区
並
び
に
地
方
組
織
の
レ
ベ
ル
に
於
げ
る
労
働
組
合
教
育
と
密
接
な
関
連
を
も
っ
も
の
は
、
Ｄ
Ｇ
Ｂ
が
設
置
し

て
い
る
総
同
明
皿
学
佼
で
あ
る
。
こ
れ
は
現
在
七
っ
が
次
の
よ
う
な
場
所
に
開
設
せ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
旧
串
、
巨
箏
・
。
。
目
（
内
自
プ
、
）
・

Ｇ
つ
穿
麦
；
（
婁
葦
烏
）
ヒ
倒
塞
…
幕
；
旨
菱
Ｐ
↑
○
穴
・
・
冥
○
琴
厚
馨
）
・
向
○
げ
。
、
員
、
－
。
。
一
（
弓
リ
巨
、
仁
・
。
）
・
ゆ
・
つ
り
、
一
箏
・
。
、

（
幕
奪
胃
）
一
〇
っ
害
邑
星
轟
０
箏
茅
Ｏ
巨
一
０
９
０
；
易
９
（
↓
彗
旨
易
）
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
寮
制
学
校
で
あ
り
、
何
れ
圭
二

六
の
都
屋
を
も
っ
て
お
り
（
穴
Ｏ
Ｏ
匡
の
み
は
七
二
）
、
三
週
問
乃
至
四
週
問
の
教
育
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ
は
地
区
並
び
に
地
方
レ
ベ
ル

の
教
育
に
接
続
す
る
一
層
高
級
な
も
の
で
あ
り
、
中
問
段
階
の
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
コ
ー
ス
は
、
こ
こ
で
も
一
般
的
基
本

的
た
も
の
と
特
殊
的
な
も
の
と
に
分
か
れ
て
い
る
。
又
婦
人
組
合
員
の
た
め
の
特
別
コ
ー
ス
も
開
講
さ
れ
る
。
一
般
的
コ
ー
ス
は
、

労
働
紅
八
ｎ
貝
の
た
め
の
某
礎
的
課
程
で
あ
り
、
労
働
組
合
論
、
杜
会
政
策
、
労
働
法
、
同
家
諭
並
び
に
杜
会
学
等
が
そ
の
内
容
で
あ

る
。
特
殊
コ
ー
ス
は
、
一
定
の
グ
ル
ー
プ
を
対
像
に
特
定
の
閉
題
に
つ
い
て
一
層
詳
細
た
研
究
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
姑
人
組
合
の

た
め
の
特
別
コ
ー
ス
で
は
、
組
八
〕
内
の
帰
人
活
助
、
公
的
生
沽
に
於
け
る
帰
人
労
働
者
保
護
、
母
性
保
護
、
経
営
彬
議
会
に
於
け
る

婦
人
等
の
諾
問
題
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

　
入
学
資
格
は
、
大
体
共
通
で
あ
り
、
次
の
条
件
が
要
求
せ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
○
ｏ
組
合
に
加
入
し
て
少
く
と
も
二
ヵ
年
以
上
の

も
の
、
四
そ
の
う
ち
一
カ
年
以
上
組
八
ｎ
役
貝
を
勤
め
た
こ
と
、
倒
出
来
る
だ
け
長
い
組
合
貝
歴
を
も
っ
て
い
る
こ
と
、
Ｇ
０
伽
的
能
力

が
あ
り
か
っ
協
調
的
・
奉
仕
的
精
神
の
も
ち
主
た
る
こ
と
等
で
あ
る
。
志
願
者
は
、
所
属
肌
く
ｎ
の
地
方
俳
務
所
の
す
い
せ
ん
を
う
け

た
侯
補
者
の
う
ち
か
ら
逃
抜
さ
れ
る
。
旅
費
、
宿
泊
費
は
Ｄ
Ｇ
Ｂ
が
負
担
し
、
学
修
の
た
め
に
喪
失
さ
れ
る
賃
金
は
、
独
身
者
一
週

　
　
　
西
独
の
労
働
者
教
育
（
平
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
　
（
五
二
二
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
　
（
五
一
四
）

五
〇
マ
ル
ク
、
有
配
偶
者
一
週
七
〇
マ
ル
ク
、
扶
養
子
女
一
に
っ
き
一
週
五
マ
ル
ク
の
割
合
で
、
そ
れ
ぞ
れ
補
償
せ
ら
れ
る
。
参
加

者
の
平
均
年
齢
は
、
大
体
二
〇
歳
か
ら
四
〇
歳
位
で
あ
り
、
女
子
組
合
員
も
参
加
す
る
が
、
そ
の
割
合
は
低
調
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

数
字
は
少
し
古
い
が
、
一
九
五
一
年
に
於
て
、
こ
れ
は
上
表
の
よ
う
な
状
態
を
示
し
て
い
る
。

　
）
女
％
　
（

　
）
男
％
　
（数人加参名校学

５

６
・

９
５
・

２

５
・

２

０
・

１

５

３
・

９

１

４
．

９

８

４
・

９

８

９
．

８

６２５

７０６

６１５

７５４，１

ｎｅｇｎ
．
む

討Ｈ

仁Ｓ／
ｒｅｔＳ

血Ｍ
１ｅＳｒｕｒｅｂＯ

１ｅｈＯＣＫ

用引りよ
３
０＆

０
．孔乱４

０
１ｈｒ

一
ｕ
ｈＣＳ

一
）房

．
〆
＼

た
こ
と
が
要
求
さ
れ
、
参
加
者
は
、

ウ
ル
ゼ
ル
の
青
年
学
佼
は
、

し
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
紙
榔
の
閑
係
か
ら
こ
れ
を
劣
略
す
る
。

教
育
も
行
わ
れ
、
又
各
枢
の
会
議
が
閉
催
せ
ら
れ
る
。

　
　
　
こ
れ
に
よ
れ
ぼ
、
女
子
組
合
員
の
参
加
率
は
、
六
％
内
外
で
あ
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
又

　
　
一
九
五
三
年
の
参
加
者
中
、
無
給
の
組
合
役
員
は
八
四
・
三
％
、
車
任
有
給
の
紬
合
役
員
三
・
八

　
％
、
一
般
組
合
一
貝
一
一
・
九
％
を
そ
れ
ぞ
れ
示
し
た
。
同
年
で
は
、
無
給
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
・
オ

　
　
フ
ィ
サ
ー
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い
た
。
更
に
一
九
五
八
年
の
赦
字
に
よ
れ
ぼ
、
総
同
明
皿
学
校

　
　
へ
の
出
席
者
総
数
七
、
一
二
七
人
、
そ
の
う
ち
七
七
・
八
％
が
筋
肉
労
働
者
で
あ
り
、
又
約
八
○

　
％
が
小
学
校
の
教
育
し
か
受
け
て
い
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
平
均
年
齢
は
三
四
歳
か
ら
三
五
歳
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

　
　
い
、
婦
人
の
出
席
率
は
、
一
般
コ
ー
ス
で
六
・
一
％
、
特
別
コ
ー
ス
で
二
四
・
六
％
を
示
し
た
。

　
　
右
の
う
ち
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
の
総
同
閉
皿
学
佼
で
は
、
技
術
教
育
に
市
点
が
お
か
れ
て
い
る
。
す
な

　
わ
ち
、
三
週
”
の
技
術
コ
ー
ス
が
、
貨
金
論
人
…
、
職
務
評
仙
、
職
茱
心
理
等
の
問
幽
を
巾
心
に

　
閉
講
さ
れ
る
。
又
こ
こ
で
は
、
受
瀦
者
が
、
所
属
肌
合
の
水
本
的
煎
び
に
上
級
コ
ー
ス
を
修
了
し

　
　
原
則
と
し
て
、
経
常
脇
議
会
委
以
、
職
場
委
貝
、
有
給
巾
任
者
に
眼
ら
れ
て
い
る
。
オ
ー
ベ
ル

一
九
五
四
年
か
ら
閉
校
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
専
ら
青
年
労
例
肌
介
い
の
た
め
の
牧
育
を
行
う
。
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
こ
れ
ら
の
沽
総
ｎ
ｗ
ソ
佼
で
は
、
所
属
糾
介
貝
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
六
三
年
一
月
；
Ｏ
寿
彗
も
の
総
ｎ
Ｗ
午
佼
で
、
あ
ら
ゆ
る
股
階
の
労
例



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

組
令
教
育
に
於
け
る
指
導
者
の
会
議
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
、
最
近
の
一
例
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
１
）

　
　
○
　
組
合
学
校

　
Ｄ
Ｇ
Ｂ
直
営
の
学
校
以
外
に
、
加
盟
紺
合
は
そ
れ
白
身
の
組
合
学
校
を
も
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
肖
該
糾
合
の
た
め
に
優

秀
な
役
員
の
確
保
と
育
成
を
目
的
と
す
る
集
約
的
な
教
育
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。
か
か
る
〔
分
白
身
組
合
学
校
を
設

置
し
て
い
る
組
合
は
、
現
在
一
四
を
数
え
、
そ
れ
ら
に
毎
年
合
計
約
二
万
人
が
参
加
す
る
と
言
わ
れ
る
。
入
学
条
件
は
、
大
体
総
同

盟
学
校
の
場
合
と
大
同
小
異
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
金
属
、
公
益
事
業
・
交
通
運
輸
、
鉱
山
、
繊
維
、
化
学
等
の
組
合
学
校
が
著

名
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
Ｄ
Ｇ
Ｂ
内
に
於
て
、
組
合
貝
総
数
が
そ
れ
ぞ
れ
第
一
倣
並
に
第
二
を
占
め
て
い
る
、
○
Ｏ
金
属
、
吻
公
益

事
業
・
交
通
運
輪
の
両
組
合
学
校
に
つ
い
て
の
み
、
概
観
す
る
こ
と
と
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

　
○
Ｄ
　
金
属
産
業
労
働
糾
合
学
佼
（
Ｈ
．
○
．
く
０
邑
）

　
企
属
陸
茉
労
働
組
合
は
、
一
九
六
一
年
末
に
於
て
、
組
介
は
総
倣
約
一
八
五
万
人
を
数
え
る
。
こ
の
糾
く
〕
は
、
ｒ
○
～
と
寿
豪
ぎ
｛

に
そ
れ
ぞ
れ
糾
介
学
佼
を
設
置
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
学
校
で
、
各
枢
の
労
働
者
教
育
が
行
わ
れ
る
が
、
一
交
淋
者
は
、
肌
く
Ｈ
支
榔
が

候
補
者
を
椎
せ
ん
し
、
木
郁
が
こ
れ
を
決
定
す
る
。
旅
火
、
沽
汕
炊
は
支
給
さ
れ
る
。
又
失
な
わ
れ
た
賃
企
は
、
そ
の
八
○
％
を
糾

八
Ｈ
本
舳
が
、
べ
り
の
二
〇
％
は
支
舳
が
、
そ
れ
ぞ
れ
れ
机
す
る
。
受
淋
考
の
平
均
午
榊
は
、
三
〇
版
か
ら
三
ガ
歳
叱
で
あ
る
と
、
、
．
口
わ

れ
る
。
寿
幕
ぎ
｛
午
佼
は
、
糾
介
の
専
任
有
冷
又
は
無
絆
の
役
け
に
よ
っ
て
利
川
せ
ら
れ
る
。
毎
午
定
川
的
に
、
一
池
…
の
学
佼
が
閉

設
さ
れ
、
経
沽
午
、
労
働
糾
介
の
腋
史
と
椴
辿
、
札
会
…
胆
、
労
側
法
、
維
仰
脇
淡
会
、
…
休
交
渉
竿
の
胆
〕
に
っ
い
て
研
修
を
け

う
。
約
一
、
一
．
○
○
人
の
細
く
Ｈ
役
＾
が
参
加
す
る
。
又
二
刈
…
の
沽
汕
学
佼
を
、
寿
幕
ぎ
ｈ
及
び
－
○
享
の
糾
介
ソ
佼
で
毎
午
…
…
泄

す
る
。
こ
れ
は
「
作
茉
研
究
」
と
い
う
テ
キ
ス
ト
を
使
州
し
て
行
わ
れ
る
が
、
経
仰
脇
淡
八
ム
委
以
の
仮
補
者
を
育
成
す
る
の
が
そ
の

　
　
　
丙
独
の
労
働
者
教
育
（
平
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
．
一
五
　
（
五
一
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

主
要
目
的
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
な
お
－
ｏ
～
組
合
学
校
に
は
、
開
校
後
ニ
カ
年
問
に
、

さ
れ
、
こ
れ
に
約
二
千
人
の
組
合
役
員
（
二
一
才
－
三
五
才
）
が
出
席
し
て
い
る
。

の
総
比
旬

貝
　
の
（
一

合
Ｇ
Ｂ
へ
一

細
Ｄ
妓
率

沓
る
卒

加
す
　
）

　
　
　
劣

参
対
　
（

全
に
比

　
　
一
数
一

　
　
一
老

計
一
加
一

　
　
一
参

０
７
・

６

０
．

１
［
ｏ

７
。

１

２
。

１７

７Ｌ

２

３
．

７

１
・

５

６
．つ
＾

９

４
・

７

３
．

１

７

３
．

９

６
・

２

３
．

２

３

３
・

６

６
・

９

　
　
　
　
　
　
三
六
（
五
ニ
ハ
）

一
週
問
乃
至
二
週
閉
コ
ー
ス
五
二
が
閑
確

合

　
スー
一

　
コ

年
、
ス

■
一
．
コ

４

２
・

ユ２８４，２

１

９
．

Ｏ０９，１

０

３
・

９

０
・

一
数
．

　
ス

一
－
口

数煮

８
　
　
（
ｏ

５
・
０
．

４
　
　
９

「
０
　
　
１
■

１
■
　
　
１
■

ユ

９

０
．

５

０
．

３

８
・

ｏ
）
　
４

（
）
　
Ｏ
Ｏ

（
０
　
　
１
■

８７１

○ユー

２４６，４

０５６

６４６，１

８

５
．

５６１１

６

４
・［

ｏ

２８

６Ｌ２２

ユ
　
一

３
　
．４

６５

５
６

２
０

７

２
８

３

６
４
５
９
１
９

０５

５
８

２
０

２
４

９１１

４６２

加参数ス
　
６

コ．
改
■
８

閉
一
２
１

刻
．
２

．
倣↓

、
・
。

■
■
「
一
ｉ
．

「
０

４３
１
００６６

１
９

６
５

ｏ
・
】

２６１

３７３

２
４１

４３１

１１１

’
ｏ
　
４

４５１，１８２

５９

４４１

９
一
　
「
ｏ

０６

つ
】

１

３３２５２３９

８
０２

２４６，４
５
９

０５６
１
９

２６４８ユ

１
５

０２５
１
６

９１４４１６７６１
４
０

Ｏ０１６

７
　
．

０
Ｊ
　
１９１９７４７

８
　
一５１

６
　
　
．４

６
一

８
　
　
■４３１

つ
Ｕ
　
」

Ｏ
〇
　
　
一

２
　
一

　
こ
れ
ら
の
外
に
、
組
合
と
し
て
は
、
無
給
の
組
合
役

貰
の
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
「
作
業
研
究
」
に
関
す
る

夜
…
学
校
又
は
週
末
学
佼
を
開
設
し
て
い
る
し
、
一
般

紺
介
貝
の
た
め
に
は
、
研
究
班
を
組
織
し
て
い
る
。
そ

う
し
て
こ
の
研
究
班
は
、
班
在
約
二
二
六
を
赦
え
る
。

　
似
、
公
益
事
業
・
交
通
運
輸
労
働
糾
介
学
佼
（
○
撃
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

・
麦
婁
津
事
竃
豪
ぎ
〇
一
婁
訂
箏
婁
言
；
．
く
實
斤
・
５

　
こ
の
組
介
は
、
　
一
九
六
一
年
木
で
、
糾
八
ｎ
以
介
一
計
九

七
万
人
強
を
倣
え
る
。
く
易
罫
９
及
び
虫
９
ｏ
置
ｑ
に

寮
欄
糾
合
学
佼
を
設
置
し
て
い
る
。
前
者
は
七
〇
人
、

後
者
は
三
〇
人
の
収
谷
能
力
を
も
つ
。
豆
淋
考
は
組
合

役
貝
に
眼
ら
れ
、
糾
今
木
郁
か
ら
ホ
さ
れ
る
制
当
■
人
一
只

に
従
い
、
支
郁
が
そ
の
映
、
舖
者
を
す
い
せ
ん
す
る
。
労

賃
の
火
火
を
へ
｛
め
て
、
経
火
は
す
べ
て
糾
今
が
〔
、
机
す

る
。
　
コ
ー
ス
は
、
二
閉
一
…
…
の
〃
り
川
〃
十
佼
で
ム
め
り
、
廿
小
本



ス
　
■コ般

．
数
、
一
－
、

崎

カ
　
　
一

参
一
数
一
ス
一
．

コ
一

［
ｏ

９８
２
７

２８３
１
２

４８１，ユ
４
０

５
　
７
‘
　
　
Ｑ
●

つ
ム
　
ー
１
　
　
　
（
）

２
　
ｎ
ｚ
　
　
　
ｏ
）

　
９
一
　
　
４

グ
ｏ
　
　
「
ｏ
　
　
　
Ｏ

　
（
Ｏ
　
　
　
〔
Ｕ

　
　
　
１

糸合

ｎ
け
・
ｘ
小

）
ｕａＢ（

一
一
．
、

ペ
ノ

、
ノｕａｂｇｒｅＢ（」工１

）
ｅ
．
１

ｎｅ

「
ｎ

に学

）ｋ
ＣｕｒＤ（ｕ

１
　
工

痂

）
ｎｈａｂｎ

駝

．
剛

（道

）
ｕａｂｎｅｔｒａＧ（

く
一
－

功
、

）
Ｚ
ｏ
１Ｈ（ｆ才

＼
ノｒｅｄｅＬ（

卜
卜

」
１
」

）１
ａｔｅ｛Ｎ（

「
｛Ｊ

）ｇ
ｎｕ
　
）

肘
Ｖ
ａ
Ｔ

Ｎ
一
〇

（
　
〆
＼
や
靖
　
述

食
公

）ｔ
ＳＯＰ（迎和 １
）．
むＸｅＴ（陀系

ＢＧＤ

計

一
く
〕

　
　
　
　
一
雄
鉱
化
斥
匁
　
木
皮
金
　
　
亙
繊

計
を
掲
げ
て
お
こ
う
、
こ
れ
は
一
九
五
一
二
年
に
於
て
、
総
ｎ
ｗ
ケ
枝
花
び
に
加
蛆
紅
合
沽
宿
汕
学
校
が
閉
講
し
た
沽
コ
ー
ス
に
閑
す

る
狐
字
て
あ
り
、
資
料
と
し
て
は
〃
少
市
い
が
、
Ｄ
Ｇ
Ｂ
の
労
例
糾
介
牧
育
沽
動
を
慨
概
す
る
に
役
立
っ
で
あ
ろ
う
。

　
た
お
こ
れ
ら
の
総
Ｈ
ｗ
学
校
や
組
介
宇
枇
の
コ
ー
ス
を
修
了
し
た
こ
と
が
、
労
側
大
午
へ
の
逃
学
条
作
と
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
後
述
す
る
迦
り
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
九
五
一
二
午
に
於
て
、
Ｄ
Ｇ
Ｂ
派
び
に
各
加
Ｗ
糾
介
の
淋
寮
制
学
校
で
閉
淋
さ
れ
た
コ
ー
ス
総
数
四
七
九
、
こ

れ
に
参
加
し
た
も
の
一
九
、
九
七
六
に
上
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
西
独
の
労
働
考
教
育
（
平
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
　
（
五
一
七
）

．
，
＾弓よ

け
／
４
一
２
一
＆

一
〇
・

丁
＾
ふ忌
．
ｈ

一
）

一
（

コ
ー
ス
と
高
級
コ
ー
ス
と
に
分
れ
る
。
某
本
コ
ー
ス
で

は
、
経
済
学
、
杜
会
保
険
、
労
働
法
、
杜
会
学
が
と
り

あ
げ
ら
れ
る
が
、
高
級
コ
ー
ス
は
、
こ
れ
ら
を
更
に
詳

論
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
に
、
組
合
は
、
無
給

の
組
合
役
員
に
対
し
て
、
特
別
コ
ー
ス
や
週
末
学
校
を

開
設
し
、
又
一
般
組
合
員
に
対
し
て
は
、
約
二
〇
〇
を

数
え
る
そ
の
支
部
に
於
て
、
毎
月
一
回
又
は
二
回
、
週

末
報
告
会
を
閉
催
し
て
い
る
。

　
さ
て
以
上
に
於
て
、
我
々
は
総
同
明
皿
学
校
並
び
に
主

要
加
盟
紅
合
学
校
の
教
育
活
動
に
つ
き
略
述
し
た
の
で

あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
補
充
す
る
も
の
と
し
て
、
上
の
統



　
　
　
　
　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
塘
五
・
六
合
併
口
石
」
、
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
　
（
五
一
八
）

　
　
　
　
（
１
）
お
一
二
〇
つ
蔓
亥
ぎ
ブ
ｏ
。
つ
言
～
ぎ
｝
艘
ｈ
２
の
雲
己
¢
。
。
轟
君
寿
一
Ｕ
窒
薄
巨
彗
ｑ
一
畠
賢
○
○
．
Ｈ
賢

　
　
　
　
（
２
）
　
ｏ
｛
二
〇
Ｈ
．
ｏ
ｑ
ｐ
三
〇
つ
註
｛
○
箏
ｈ
冒
向
亘
８
り
ｏ
～
箏
向
８
箏
ｏ
旨
｛
ｏ
ｏ
ｏ
－
ｏ
り
ｏ
昌
饒
ｏ
Ｐ
（
○
向
向
ｏ
）
向
目
；
勺
ｏ
ｐ
目
、
８
ｐ
ｑ
ｏ
饒
弐
耳
声
ひ
ｑ
ｏ
自
ｏ
さ
Ｈ
Ｈ
．
ｐ
ｑ
ｏ
Ｉ
Ｏ
巳
ｏ
目

　
　
　
　
　
　
ヲ
．
｝
～
お
一
Ｈ
；
一
二
Ｈ
．
０
３
く
〇
一
．
Ｈ
．
畠
睾
君
．
一
雷
…
宕
０
．
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
（
３
）
ｏ
叶
．
二
Ｕ
ｏ
易
．
ｏ
Ｐ
〇
三
君
．
ご
Ｈ
－
竃
一
ｃ
つ
ｏ
巨
｝
〇
一
Ｎ
．
ｐ
．
ジ
○
．
ｃ
つ
○
。
．
違
－
』
ｏ
．

　
　
　
　
（
４
）
↓
ユ
鶉
｝
；
．
Ｐ
○
．
○
つ
』
・
。
・
。
．

　
　
　
　
（
５
）
Ｏ
彗
＞
｝
ｏ
昇
｝
９
崖
－
｝
『
囚
」
○
こ
；
一
．
お
８
．
○
ｏ
．
・
。
さ
．

　
　
　
　
（
６
）
巨
ｏ
；
き
ｏ
暮
一
司
＆
ｏ
星
一
８
０
｛
オ
冒
ぎ
房
、
畠
９
き
ｏ
畠
一
ま
・
つ
ｏ
〇
一
き
○
員
（
弓
考
向
＞
）
一
〇
；
茅
寄
ｏ
９
．
け
〇
二
ぎ
～
○
ｏ
８
２
馬
。
つ
ｏ
｛

　
　
　
　
　
　
一
プ
ｏ
ｍ
巨
一
．
○
ｏ
づ
ｏ
『
ｐ
Ｈ
Ｏ
○
箏
｛
０
Ｈ
０
箏
ｏ
¢
．
Ｈ
り
ｏ
○
．
Ｐ
｛
○
．

　
　
　
　
（
７
）
ｏ
｛
二
↓
ユ
鶉
｝
二
．
與
．
○
．
○
つ
○
つ
．
宝
午
－
畠
一
〇
〇
〇
巨
｝
〇
一
Ｎ
；
．
Ｐ
○
．
○
つ
○
つ
』
・
。
－
二
Ｈ
．

　
　
　
　
（
８
）
　
ｏ
｛
二
〇
■
に
ｏ
．
○
Ｐ
ｑ
叶
．
り
Ｐ
－
竃
－
－
竃
一
℃
．
Ｎ
Ｏ
Ｈ
．
勺
』
○
○
ｏ
．
勺
勺
』
冨
－
ｉ
ｏ
．

　
　
　
　
（
９
）
Ｈ
司
考
Ｆ
、
‘
○
Ｐ
鼻
１
Ｐ
き
．

　
　
　
　
（
１
０
）
寒
写
鼻
｝
．
一
－
２
一
．
彗
仁
．
－
ｏ
；
９
ヲ
ら
竃
。
・
婁
ｏ
『
ざ
ｏ
麦
…
｝
彗
雲
３
お
。
。
彗
匡
け
二
三
〇
署
胃
茅
ｏ
ぎ
｛
；
ｏ
訂
く
◎
量
季
竺
９

　
　
　
　
　
く
叫
§
．
畠
竃
．
ｃ
つ
．
一
お
．

　
　
　
　
（
ｕ
）
Ｏ
叶
．
二
Ｕ
Ｏ
員
Ｏ
づ
．
Ｏ
亭
一
看
一
一
ト
ニ
０
∴
○
。
Ｏ
巨
一
．
巨
Ｎ
二
．
９
．
○
．
０
。
』
二
〇
胃
＞
｝
Ｏ
昼
争
９
Ｐ
Ｐ
．
○
．
○
つ
．
。
。
｛
○
．

　
　
　
　
（
ｕ
）
　
ノ
、
ひ
ｑ
－
二
〇
向
向
Ｏ
二
〇
Ｐ
　
ｏ
｝
．
　
Ｏ
．
り
ｏ
ｏ
．
　
Ｐ
Ｈ
○
り
．
　
Ｐ
Ｎ
Ｏ
ｏ
ｍ
ｌ
　
Ｐ
Ｎ
ｃ
ｏ
べ
．
い
○
○
ｏ
プ
Ｐ
Ｈ
ブ
○
Ｈ
ド
Ｐ
～
．
○
．
乙
つ
．
』
９

　
　
　
　
（
Ｈ
）
　
ｏ
｛
二
〇
向
向
Ｏ
－
○
Ｐ
　
ｏ
岸
ニ
ガ
Ｐ
ｏ
Ｏ
ｏ
－
－
ｃ
り
．
　
？
Ｈ
○
り
．
　
Ｐ
Ｎ
Ｏ
ｏ
ｏ
∴
　
○
○
ｏ
サ
箏
『
プ
○
－
ド
～
．
汗
○
．
Ｃ
つ
１
仰
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
労
働
組
合
の
教
育
活
動
（
続
）

　
　
Ｄ
Ｂ
Ｇ
の
け
っ
て
い
る
教
育
沽
肋
と
し
て
、
以
上
の
外
に
江
〕
す
べ
き
も
の
は
、
則
辿
ド
教
育
（
零
一
茅
ｏ
；
一
〇
）
、
固
ル
ー
ル
文
化

祭
（
彗
一
ま
窃
万
旦
巳
ｏ
）
で
あ
ろ
う
。
次
に
こ
れ
ら
に
っ
い
て
説
川
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ユ
）

　
　
則
汕
け
牧
育



　
二
れ
は
総
同
明
皿
学
校
や
組
合
学
校
へ
の
入
学
可
能
者
を
発
見
す
る
了
段
と
し
て
、
Ｄ
Ｇ
Ｂ
が
創
設
し
た
も
の
で
あ
る
。
八
三
の
コ

；
ス
が
あ
り
、
受
講
者
は
、
白
由
に
こ
れ
を
選
択
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
コ
ー
ス
は
、
則
実
際
の
学
修
課
程
と
、
旧
読
書
の
仕
方
、

レ
ポ
ー
ト
の
書
方
と
い
っ
た
も
の
を
取
扱
う
謀
程
と
に
分
れ
る
。
二
五
人
の
教
師
が
、
こ
の
通
信
教
育
の
仕
事
を
担
当
し
て
い
る
。

月
二
回
・
受
講
者
又
は
研
究
班
に
講
義
録
が
郵
送
と
れ
、
受
講
者
は
こ
れ
を
教
師
に
返
送
し
、
教
帥
の
検
定
を
う
け
た
後
、
再
び
こ

れ
が
受
講
者
に
送
付
さ
れ
る
と
い
う
仕
組
で
あ
る
。
同
の
課
桿
で
は
、
算
術
、
作
茉
心
理
、
労
働
組
合
、
経
済
学
、
欧
州
統
合
と
い

っ
た
題
目
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
外
に
会
計
、
速
記
、
ラ
デ
ィ
ォ
技
術
等
の
技
術
問
魑
も
取
扱
わ
れ
、
又
婦
人
の
た
め
の
特
別

コ
ー
ス
、
デ
ザ
イ
ソ
や
洋
裁
等
も
教
科
に
加
え
ら
れ
た
と
言
わ
れ
る
。
一
九
五
七
年
に
は
、
約
一
万
人
の
紺
合
員
が
通
信
教
育
に
参

加
し
た
。
教
育
費
と
そ
の
実
費
と
の
差
額
は
、
Ｄ
Ｇ
Ｂ
が
負
担
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

　
固
　
ル
　
ー
　
ル
　
文
　
化
祭

　
こ
れ
は
Ｄ
Ｇ
Ｂ
の
文
化
活
勅
と
し
て
展
閉
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
一
九
四
七
年
、
ハ
ソ
ブ
ル
ク
市
の
市
長
マ
ツ
ク
ス
．
バ

ウ
ェ
ル
（
く
買
雰
烏
Ｈ
）
は
、
石
山
灰
不
杜
の
た
め
蜘
場
を
閉
鎖
す
る
の
を
遺
憾
と
し
、
石
炭
獲
得
の
た
め
俳
優
ら
を
ル
ー
ル
地
方
に

派
遣
し
た
。
　
「
エ
ミ
ー
ル
・
ル
ド
ウ
ィ
ヒ
」
炭
坑
の
坑
夫
ら
は
、
筏
業
を
し
て
、
ハ
ソ
ブ
ル
ク
劇
場
の
た
め
石
炭
を
提
供
し
た
。
こ

れ
は
一
っ
の
文
化
的
行
為
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
す
る
感
謝
の
浪
渕
を
行
っ
た
こ
と
に
そ
の
起
源
を
も
っ
。
Ｄ
Ｇ
Ｂ
が
、
ル
ー
ル
地
方

の
リ
ク
リ
ソ
グ
ハ
ウ
ゼ
ソ
（
零
ｏ
；
易
罫
易
竃
）
で
、
一
九
岬
七
年
以
来
、
侮
年
実
施
し
て
八
、
口
に
至
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
最
初

は
、
労
側
大
衆
に
す
ぐ
れ
た
波
蜘
を
観
貨
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
が
主
要
目
的
で
あ
り
、
主
と
し
て
ル
ー
ル
地
方
の
組
八
。
、
只
、
特
に
坑

火
液
び
に
企
属
労
働
考
を
村
象
と
し
て
行
わ
れ
た
が
、
塊
在
は
広
汎
な
文
化
述
莇
に
ま
で
溌
展
し
、
国
外
で
も
有
名
と
な
っ
た
。
従

っ
て
独
乙
労
糾
の
教
育
閑
係
役
貝
の
み
な
ら
ず
、
地
方
支
郁
役
貝
、
一
般
労
組
以
が
参
加
し
て
盛
大
に
け
わ
れ
る
。
主
た
る
催
物
は
、

　
　
　
西
独
の
労
働
者
教
育
（
平
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
　
（
五
一
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
　
（
五
二
〇
）

次
の
通
り
で
あ
る
。

　
○
Ｄ
演
　
　
　
　
劇

　
こ
れ
は
好
評
を
博
し
た
演
劇
を
上
演
す
る
の
で
あ
る
が
、
入
場
券
の
八
○
％
は
、
各
労
組
の
支
都
に
割
当
て
ら
れ
る
。
演
劇
は
、

ル
ー
ル
の
諾
郁
市
で
演
出
さ
れ
る
。

　
の
欧
州
討
論
会
（
旨
；
り
芸
ｏ
ぎ
Ｏ
・
窃
肩
ぎ
｝
の
）

　
Ｄ
Ｇ
Ｂ
が
主
催
し
て
、
有
給
専
任
役
員
の
た
め
、
数
口
閉
に
亘
っ
て
行
う
も
の
で
あ
る
。
主
要
な
経
済
問
題
、
杜
会
問
題
を
中
心

に
討
論
を
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
欧
州
諾
同
か
ら
も
有
名
人
が
参
加
す
る
。
こ
れ
は
一
九
五
〇
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
が
、
最
近
の
迦
目
を
掲
げ
て
見
れ
ぼ
、
一
九
六
〇
年
（
第
九
口
）
「
組
織
と
政
治
と
の
閉
の
文
化
」
、
一
九
六
一
年
（
姑
一
〇
回
）

「
民
主
主
養
に
於
け
る
箏
実
認
識
と
政
災
」
、
一
九
六
二
年
（
第
一
一
回
）
「
杜
会
構
成
に
於
け
る
労
働
組
合
」
、
一
九
六
三
年
（
第
二
一

回
）
「
統
合
欧
州
に
於
け
る
労
働
糾
合
の
ア
ウ
ト
ノ
ミ
ー
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
討
論
会
は
、
今
や
国
際
的
に
注
意
を
喚
起
し
て

い
る
。
　
ゆ
美
術
於
覧
会

　
こ
れ
も
一
九
五
〇
年
以
峰
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
素
人
の
み
な
ら
ず
、
専
門
家
の
有
名
人
も
出
品
す
る
。
絵
画
、
彫

刻
、
陶
船
箏
が
灰
覧
せ
ら
れ
る
。

　
↑
ｏ
青
年
文
化
祭

　
こ
れ
は
Ｄ
Ｇ
Ｂ
の
青
年
舳
が
参
加
し
て
行
わ
れ
る
。
次
の
ご
と
き
詐
沽
動
が
、
そ
の
中
心
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
同
労
組
運
動
、

礼
公
生
沽
に
於
け
る
特
別
た
青
年
…
胆
に
閉
す
る
講
汝
、
旧
コ
ン
サ
ー
ト
、
向
映
画
上
映
、
特
に
労
机
関
係
映
画
、
側
当
面
の
主
要



問
題
（
例
え
ば
原
子
カ
ェ
ネ
ル
ギ
ー
、
人
類
等
）
に
関
す
る
講
演
、
同
演
劇
等
で
あ
る
。

　
か
く
の
ご
と
き
ル
ー
ル
文
化
祭
は
、
労
働
と
文
化
と
の
結
合
で
あ
り
、
労
働
大
衆
を
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
芸
術
を
観
賞
せ
し
め
る
機

会
を
与
え
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
な
お
こ
の
ル
ー
ル
文
化
祭
に
参
加
し
た
も
の
の
概
数
を
示
せ
ぼ
、
上
表
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
■
■
－
　
－
－
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－
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■
－
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－
　
　
－
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

数老加参
チ
＼

汐年
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０
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０
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Ｆ
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Ｏ
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０
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１
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ｏ
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［
〇
　
　
一
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ｇ
　
　
ｏ
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１
↓
　
　
１
■
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．
ｎ

Ｔ）考
止
嗣
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●
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０
・

２
５ｓ

０
・山乱

レ止Ｃ甘川
ｕ
ｓ映

○用引りよ１２ユ

Ｄ
Ａ
Ｇ
の
労
働
組
介
教
育
に
っ
い
て
考
察
し
た
い
と
田
心
う

　
Ｄ
Ａ
Ｇ
は
、
ハ
ノ
ー
バ
ー
に
近
い
オ
～
写
ｏ
亭
に
、
寮
捌
学
校
を
も
っ
て
い
て
、
各
種
の
コ
ー
ス
を
開
講
し
て
い
る
。
参
加
者
は
、

本
部
の
割
当
数
に
従
っ
て
支
部
が
そ
の
候
補
者
を
す
い
せ
ん
す
る
。
受
講
者
の
費
用
は
、
す
べ
て
Ｄ
Ａ
Ｇ
が
負
担
、
喪
失
賃
金
は
、

生
叱
性
コ
ー
ス
で
は
経
宮
者
が
全
榊
負
担
、
そ
の
他
の
コ
ー
ス
で
は
、
Ｄ
Ａ
Ｇ
が
そ
の
八
○
％
を
負
担
す
る
。
Ｄ
Ａ
Ｇ
の
労
働
組
合

教
育
は
、
専
ら
無
給
の
糾
合
役
貝
を
対
後
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
次
の
諦
コ
ー
ス
が
実
施
せ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
○
〇
一
週
又
は
二

迦
学
佼
、
似
迦
木
学
佼
、
倒
教
帥
の
た
め
の
コ
ー
ス
、
↑
ｏ
地
方
化
脈
性
コ
ー
ス
が
こ
れ
で
あ
る
。
以
下
こ
れ
ら
に
つ
い
て
略
述
し
よ

う
。
○
ｏ
は
、
考
多
８
註
の
学
校
で
付
わ
れ
る
。
各
コ
ー
ス
に
は
、
三
〇
人
か
ら
岬
○
人
が
参
加
す
る
。
ヵ
リ
キ
ユ
ラ
ム
は
、
「
労
働

紅
く
〕
と
経
済
学
」
、
「
労
働
紅
介
と
経
済
火
士
羊
衣
」
、
「
労
働
紅
介
と
礼
会
保
険
」
、
「
杜
会
に
於
け
る
労
働
組
八
〕
の
役
割
」
等
で
あ
る
。

似
は
、
必
衷
に
応
じ
て
眈
時
若
十
の
地
ガ
で
閉
淋
せ
ら
れ
る
。
当
而
の
淋
…
煙
に
っ
い
て
学
修
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
。
ゆ
は
、
生

雌
性
…
迦
に
閉
す
る
コ
ー
ス
で
あ
る
。
一
一
の
一
迦
…
コ
ー
ス
が
、
全
同
的
レ
ベ
ル
で
肌
織
さ
れ
、
全
旧
灼
な
卑
門
家
の
指
導
の
下

　
　
　
西
独
の
労
働
者
教
育
（
平
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
　
（
五
二
一
）

　
こ
れ
に
よ
れ
ぼ
、
参
加
人
員
は
、
毎
年
漸
増
し
て
お
り
　
最
近
は
一
〇
万
人

を
突
破
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
以
上
で
、
西
ベ
ル
リ
ソ
を
除
く
、
Ｄ
Ｇ
Ｂ
並
び
に
そ
の
加
盟
組
合
の
行

う
教
育
活
動
を
概
観
し
た
の
で
あ
る
。
次
に
、
　
「
独
乙
職
員
組
合
」
す
な
わ
ち
、

、
　
　
　
Ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
　
（
五
二
二
）

に
行
わ
れ
る
。
取
扱
わ
れ
る
主
要
題
目
は
、
生
産
性
問
題
入
門
、
産
業
と
生
産
性
、
産
業
関
係
と
生
産
性
、
人
的
要
素
と
生
産
性
等

で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
講
義
を
す
る
教
師
が
二
七
五
人
も
動
員
さ
れ
る
と
言
わ
れ
る
。
↑
ｏ
は
、
全
国
的
レ
ベ
ル
の
教
師
が
担
当

し
て
行
う
地
方
学
校
で
あ
る
。
二
五
人
か
ら
三
〇
人
が
参
加
し
、
経
営
学
、
企
業
組
織
、
工
場
に
於
け
る
計
画
と
統
制
、
工
場
に
於

け
る
人
閉
と
言
っ
た
諾
越
目
に
っ
い
て
学
修
す
る
。
一
九
五
七
年
に
は
、
か
か
る
も
の
が
七
〇
閉
校
せ
ら
れ
た
。
な
お
側
は
、
専
任

有
給
の
紺
合
役
貝
を
も
対
象
と
す
る
コ
ー
ス
で
あ
る
。

　
酉
独
に
於
け
る
労
働
紺
合
教
育
は
、
Ｄ
Ｇ
Ｂ
及
び
Ｄ
Ａ
Ｇ
の
宝
人
施
す
る
も
の
以
外
に
、
キ
リ
ス
ト
教
関
係
労
組
並
び
に
革
新
政
党

の
も
の
が
と
り
あ
げ
ら
れ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
乍
ら
、
こ
れ
に
っ
い
て
は
、
閑
係
資
料
不
足
の
た
め
、
遺
憾
乍

ら
、
こ
こ
で
は
宥
略
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

　
（
ユ
）
　
ら
二
〇
向
向
Ｏ
．
ｏ
Ｐ
，
ｏ
亭
Ｏ
Ｐ
ｏ
ｏ
ｏ
１
８
一
〇
』
８
∴
］
Ｕ
ｏ
自
ｏ
つ
．
◎
Ｐ
ｏ
デ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
Ｏ
ｌ
昌
．

　
（
２
）
　
く
ｏ
ｑ
Ｈ
二
〇
つ
ｏ
ブ
昌
己
一
〇
二
く
○
昌
○
つ
５
箏
ｑ
實
申
巨
プ
ユ
窃
け
ｏ
つ
且
ｏ
－
ｏ
｝
一
〇
〇
オ
胃
斤
ｏ
ｏ
ｏ
プ
註
；
ｏ
プ
ｏ
く
ｏ
づ
牡
ｏ
ｏ
｝
¢
饒
９
＞
ご
胴
．
宕
ｍ
ｏ
．
○
ｏ
ｏ
ｏ
」
お
－
べ
岬
∴

　
　
一
「
ユ
ｏ
Ｏ
ｏ
ｏ
ブ
一
Ｐ
～
．
○
．
Ｃ
つ
Ｃ
つ
１
Ｎ
｛
ｏ
ｏ
１
ｍ
ｃ
ｏ
．
い
　
○
向
向
Ｏ
．
　
○
Ｐ
　
９
戸
Ｏ
Ｐ
Ｈ
一
９
１
Ｈ
ト
　
Ｏ
Ｐ
Ｎ
一
ｃ
ｏ
－
一
ト

　
（
３
）
　
ら
二
〇
向
向
ｏ
二
◎
Ｐ
ｏ
声
り
Ｐ
；
Ｈ
ｌ
Ｈ
Ｓ
．
一
Ｐ
違
ｍ
．

　
　
　
　
キ
リ
ス
ト
牧
労
細
の
牧
育
“
鋤
に
っ
い
て
は
、
ヵ
ト
リ
ッ
ク
系
、
フ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
各
労
机
に
閑
す
ろ
ド
イ
ス
の
概
説
が
あ
る
。
祉
八
ム

　
　
〕
八
主
北
、
キ
リ
ス
ト
牧
ｋ
主
、
父
の
労
働
者
牧
育
に
つ
い
て
も
、
伐
は
脈
め
て
榊
巾
に
閑
、
心
し
て
い
る
、
一
〇
ｈ
二
０
２
あ
・
Ｏ
℃
・
Ｏ
｛
叶
二
勺
勺
・
旨
Ｏ
０
１
崖
○
・

　
　
私
の
ア
許
に
以
作
利
川
し
〃
る
汽
料
は
、
こ
れ
の
ム
で
あ
る
、

四
　
労
働
大
学
及
び

「
労
働
と
生
活
」

Ｄ
Ｇ
Ｂ
を
巾
心
と
す
る
労
働
糾
介
の
労
働
者
教
育
店
励
は
、
」
八
体
以
上
の
通
り
で
あ
る
．

口
一
れ
ら
と
密
按
た
閑
辿
の
下
に
、
・
，
ノ
功

い
ノ
亙



■

組
合
教
育
に
協
力
し
っ
っ
あ
る
も
の
は
、
蜘
労
働
大
学
と
、
固
「
労
働
と
生
活
」
（
ま
臣
け
；
ｑ
－
争
彗
）
で
あ
る
。
次
に
こ
れ
ら
に

つ
い
て
説
閉
し
よ
う
。

　
凶
　
労
　
働
　
大
　
学

　
こ
れ
は
先
に
も
一
一
言
し
た
ご
と
く
、
Ｄ
Ｇ
Ｂ
の
総
同
盟
学
校
又
は
組
合
学
佼
と
接
続
す
る
労
働
組
合
教
育
の
た
め
の
最
終
的
学
校

で
あ
る
。
理
在
次
の
三
っ
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
０
Ｄ
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
労
例
大
学
（
＞
ぎ
ま
ま
ｏ
ｐ
胃
キ
げ
ｏ
６
、
の
ド
ル
ト
ム
ン
ト

杜
会
大
学
（
○
Ｏ
Ｏ
Ｎ
邑
芽
註
０
邑
Ｏ
Ｏ
冒
巨
巨
目
ｑ
）
、
倒
ハ
ン
ブ
ル
グ
杜
会
経
済
大
学
（
＞
ぎ
３
邑
Ｏ
艘
『
○
Ｏ
昌
０
庄
乏
Ｈ
蓉
ぎ
３
が
こ
れ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
英
囚
の
ラ
ス
キ
ソ
・
ヵ
レ
ッ
ジ
（
内
易
ご
箏
Ｏ
〇
一
亙
ｏ
）
に
相
当
す
る
特
異
な
存
在
で
あ
る
。
そ
の
組
織
や
使
命
は
、
そ
れ
ぞ

れ
多
少
と
も
里
ハ
な
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
は
同
一
の
目
的
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
ア
ヵ
デ
、
・
・
ツ
ク
に
訓
練
さ
れ
て
い
な
い
労
組
出

身
者
を
九
ヵ
月
乃
令
二
ヵ
年
の
修
学
期
閉
に
、
経
済
的
・
仕
会
的
・
法
的
生
沽
の
認
識
を
深
め
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

ら
労
働
大
学
の
受
溝
者
は
、
旧
ｎ
巾
受
講
者
、
吻
労
働
組
合
以
外
の
奨
学
生
、
倒
Ｄ
Ｇ
Ｂ
の
奨
学
生
の
三
つ
に
分
れ
る
。
フ
ラ
ソ
ク

フ
ル
ト
労
働
人
学
に
は
、
｝
の
ｎ
山
受
維
者
は
な
い
。
吻
は
市
吏
賞
（
特
に
杜
ヘ
ム
、
ｗ
業
閑
係
机
当
）
、
企
業
、
消
批
組
合
、
州
政
府
か
ら

派
遣
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
原
川
と
し
て
肌
八
〔
〔
一
で
あ
る
。
ｎ
山
受
淋
考
及
び
労
働
肌
今
以
外
の
奨
学
生
は
、
一
ガ
働
大
学
の
教
竹

に
よ
る
険
定
試
炊
を
、
父
け
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
Ｄ
Ｇ
Ｂ
の
奨
学
生
に
は
、
舳
行
方
止
に
し
て
有
能
な
組
八
〕
役
以
が
迷
ぼ
れ
、
年
齢

は
、
二
互
脈
か
ら
三
五
赦
ま
で
の
側
映
が
あ
る
。
又
糾
合
け
と
な
っ
て
三
ヵ
年
以
上
を
経
辿
し
、
か
っ
そ
の
う
ち
ニ
カ
年
以
上
埠
任

有
給
又
は
無
沽
糾
介
役
＾
た
る
こ
と
が
要
求
せ
ら
れ
る
。
総
Ｈ
岨
午
佼
並
び
に
組
合
学
佼
の
修
了
考
が
優
先
的
に
推
せ
ん
さ
れ
、
又

通
行
枚
育
の
受
淋
考
も
考
慮
さ
れ
る
。
次
に
こ
れ
ら
各
労
働
大
学
の
班
状
に
っ
い
て
略
述
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

　
０
Ｄ
　
フ
ラ
ソ
ク
フ
ル
ト
労
働
大
学

　
　
　
丙
独
の
労
働
者
教
育
（
平
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
　
（
五
二
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
　
（
五
二
四
）

　
こ
れ
は
こ
の
種
の
大
学
と
し
て
最
古
の
も
の
で
あ
り
、
既
に
一
九
二
一
年
に
創
設
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
前
述
の
通
り
で

あ
る
が
、
戦
後
の
一
九
四
六
年
再
建
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
フ
ラ
ソ
ク
フ
ル
ト
大
学
に
附
置
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
大
学
の
組
織
の
一
部

分
で
は
な
い
。
評
議
会
（
穴
員
竺
Ｏ
ユ
崖
旨
）
に
よ
っ
て
運
営
せ
ら
れ
、
　
こ
れ
は
次
の
各
代
表
を
も
っ
て
構
成
せ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

○
Ｄ
フ
ラ
ソ
ク
フ
ル
ト
市
、
例
ヘ
ッ
セ
ン
州
、
倒
労
働
組
合
、
↑
ｏ
大
学
の
各
代
表
が
こ
れ
で
あ
る
。
経
数
は
、
州
、
組
合
が
そ
れ
ぞ
れ

約
１
■
２
を
負
机
、
大
学
は
扱
室
そ
の
他
の
施
設
を
提
供
し
、
受
講
者
に
は
、
大
学
生
と
同
様
の
待
遇
を
与
え
ら
れ
る
。
一
九
五
七

年
に
は
、
新
築
の
ビ
ル
デ
ィ
ソ
グ
に
移
転
し
た
。

　
受
講
者
は
、
Ｄ
Ｇ
Ｂ
の
派
泄
す
る
卑
任
又
は
無
給
の
組
合
役
員
に
眼
ら
れ
る
。
平
均
年
齢
は
三
〇
歳
、
総
同
盟
学
校
又
は
組
合
学

校
の
優
等
生
約
三
〇
〇
人
が
志
頗
す
る
が
、
箏
一
次
の
せ
ん
こ
う
で
八
○
人
に
伽
映
し
、
更
に
こ
れ
を
総
同
明
皿
学
校
に
三
口
乃
至
四

口
収
容
し
て
テ
ス
ト
し
、
そ
の
巾
か
ら
四
五
人
を
逮
抜
す
る
。
仰
荊
は
す
べ
て
奨
学
金
で
賄
わ
れ
る
。
課
秤
は
、
一
一
ヵ
月
の
宿
泊

板
業
で
あ
り
、
維
滋
科
〔
の
市
要
な
も
の
は
、
経
沽
ヴ
、
同
際
経
済
学
、
経
仰
学
、
杜
会
保
険
、
労
働
組
合
の
構
迭
と
政
策
、
賃
金

伽
屹
、
労
側
松
、
杜
公
政
災
等
で
あ
る
。
三
人
の
卑
任
教
竹
が
維
淡
を
担
当
す
る
。
卒
業
生
の
大
札
分
は
、
専
任
有
給
の
糾
介
役
貝

た
る
地
伐
を
与
、
え
ら
れ
る
。
一
九
４
二
年
の
統
計
に
よ
れ
ぼ
、
叉
談
考
の
宗
庖
は
、
そ
の
五
三
％
が
労
働
考
、
一
一
％
が
職
ハ
、
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

一
％
が
公
称
ハ
、
　
一
五
％
が
ｎ
仰
の
巾
水
榊
級
で
あ
っ
た
Ｃ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
４
）

　
　
吻
　
ド
ル
ト
ム
ソ
ト
杜
八
ム
大
ソ

　
一
九
川
七
年
川
立
せ
ら
れ
た
。
竹
〃
辿
灯
は
詐
淡
公
に
よ
っ
て
け
わ
れ
る
。
そ
の
柵
成
〔
一
は
、
文
化
大
版
の
仔
八
叩
す
る
北
ラ
イ

ソ
．
ウ
ェ
ス
ト
フ
ア
レ
ン
州
代
衣
二
人
、
ド
ル
ト
ム
ン
ト
市
の
任
命
す
る
へ
火
二
人
、
Ｄ
Ｇ
Ｂ
の
代
夫
∴
人
、
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
ツ

珊
小
八
ム
の
代
火
一
人
、
汗
淡
八
ム
の
姿
ハ
が
互
迷
す
る
辿
｛
た
公
峨
者
で
あ
る
。
泌
ｋ
は
、
文
化
大
版
が
っ
と
め
る
。
こ
の
礼
公
大
学



の
使
命
は
、
労
働
者
、
職
員
、
公
務
員
に
、
杜
会
的
領
域
並
び
に
そ
の
接
続
領
域
に
閑
す
る
科
学
的
知
識
を
与
え
、
杜
会
生
活
及
び

経
済
生
活
に
於
て
、
独
立
の
判
断
と
白
主
的
活
鋤
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
に
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
学
期
は
、
毎
年
十
一
月
の
初
め
か

ら
翌
年
の
七
月
末
ま
で
の
九
ヵ
月
問
続
げ
ら
れ
る
。
科
目
と
し
て
は
、
経
済
学
、
経
営
学
、
法
律
学
、
杜
会
学
、
杜
会
政
策
等
が
課
せ

ら
れ
る
。
一
九
五
九
年
以
降
、
州
文
化
省
は
、
受
講
生
に
一
ヵ
月
二
〇
〇
プ
ル
ク
の
奨
学
金
を
支
給
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
Ｄ
Ｇ
Ｂ

か
ら
の
派
遣
学
生
に
は
、
他
の
労
働
大
学
の
場
合
と
同
様
、
奨
学
金
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
勿
諭
で
あ
る
。

　
な
お
こ
の
大
学
で
は
、
一
九
五
八
年
以
来
、
毎
年
国
際
学
術
会
議
を
閑
催
し
て
い
る
。
そ
の
猪
五
呵
は
、
一
九
六
二
年
七
月
「
Ｅ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

Ｅ
Ｃ
の
杜
会
政
策
的
並
び
に
経
済
政
策
的
諾
問
題
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
、
一
週
…
行
わ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

　
倒
　
ハ
ソ
ブ
ル
グ
杜
会
経
済
大
学

　
こ
れ
は
一
九
四
八
年
、
労
働
組
合
、
協
同
組
合
、
ハ
ソ
ブ
ル
グ
市
等
の
協
力
に
よ
っ
て
没
立
せ
ら
れ
た
。
公
法
人
で
あ
り
、
ハ
ソ

ブ
ル
ゾ
大
学
と
密
接
な
関
連
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
大
学
の
特
色
は
、
経
営
学
並
び
に
経
済
学
を
杜
会
掃
沽
的
尖
践
の
立
場
か
ら
評

価
し
よ
う
と
す
る
に
あ
る
・
コ
ー
ス
は
二
ヵ
年
で
あ
り
、
経
済
法
、
労
働
法
、
経
済
学
、
経
営
学
、
杜
会
学
等
が
溝
ぜ
ら
れ
る
。
大

学
と
同
様
た
方
法
で
講
義
が
行
わ
れ
、
最
終
試
験
に
八
口
格
す
れ
ぼ
、
デ
イ
プ
ロ
マ
が
与
え
ら
れ
、
ハ
ソ
ブ
ル
グ
大
学
へ
遊
学
す
る
こ

と
も
可
能
と
な
る
。
卒
茉
生
に
は
、
専
任
有
給
の
組
く
ｎ
役
貝
た
る
地
位
が
与
え
ら
れ
る
。

　
評
議
会
に
は
、
Ｄ
Ｇ
Ｂ
の
み
な
ら
ず
、
消
孜
肌
八
〕
、
竹
庁
、
公
企
茉
、
州
等
も
代
表
者
を
送
る
こ
と
が
出
来
る
。
受
維
者
は
、
総

同
服
学
枇
又
は
組
合
学
校
を
修
了
し
た
も
の
、
又
は
職
業
教
育
を
完
了
し
た
も
の
の
う
ち
か
ら
迷
抜
さ
れ
る
。
約
二
〇
％
の
学
生
は

Ｄ
Ｇ
Ｂ
、
一
五
％
は
協
同
組
合
が
そ
れ
ぞ
れ
逃
出
し
、
あ
と
の
六
五
％
は
ｎ
由
に
選
定
せ
ら
れ
る
。
入
学
試
験
に
は
、
論
文
と
口
頭

試
問
が
課
せ
ら
れ
、
七
五
人
が
入
学
を
許
可
さ
れ
る
。

　
　
　
　
西
独
の
労
働
者
教
育
（
平
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
　
（
五
二
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
　
（
五
二
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

　
以
上
に
於
て
、
三
労
働
大
学
に
関
す
る
個
別
的
考
察
を
終
っ
た
の
で
あ
る
。
若
干
の
実
絞
統
計
を
掲
げ
れ
ば
、
一
九
五
三
年
末
に

於
て
、
こ
れ
ら
三
大
学
に
は
、
専
任
有
給
の
組
合
役
員
の
受
講
者
が
僅
か
七
人
を
数
え
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
事
業
場
や
オ
フ
ィ

ス
か
ら
一
〇
二
人
が
参
加
し
た
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
後
三
大
学
の
受
講
者
二
二
〇
人
に
っ
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ぼ
、
専
任

有
給
役
員
は
一
人
も
な
く
、
受
講
者
の
全
部
が
無
給
の
役
員
で
あ
り
、
千
工
業
や
専
門
労
働
者
（
ヨ
２
彗
匡
雪
）
が
大
多
数
を
占
め

て
い
た
。
更
に
一
九
五
八
年
の
統
計
に
よ
れ
ぼ
、
Ｄ
Ｇ
Ｂ
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
三
八
人
、
ド
ル
ト
ム
ソ
ト
に
三
五
人
、
ハ
ソ
ブ

ル
グ
に
三
二
人
を
、
そ
れ
ぞ
れ
派
遣
し
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
三
っ
の
労
働
大
学
以
外
に
、
労
働
組
合
は
、
ベ
ル
リ
ン
政
治
大
学
（
彗
Ｏ
弄
Ｏ
；
一
〇
ヨ
『
勺
Ｏ
；
一
斤
）
に
奨
学
生
を
派
遣
し
、
又

ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
ス
ハ
ー
フ
ェ
ソ
の
経
済
大
学
（
；
Ｏ
茅
Ｏ
巨
一
〇
艘
〔
ま
訂
一
戸
巾
○
；
庁
Ｐ
葦
募
Ｏ
麦
ｈ
叶
）
と
も
、
一
九
四
九
年
以
峰
労
働
組

合
教
育
に
於
て
脇
働
し
た
Ｃ
し
か
し
こ
こ
で
二
言
し
て
お
か
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
こ
と
は
、
か
か
る
労
働
大
学
と
閑
連
を
も
っ
場
合

を
除
き
、
独
乙
の
渚
大
学
は
、
戦
前
岡
様
、
塊
在
に
於
て
も
労
例
者
教
育
に
は
無
閉
心
で
あ
る
。
大
学
孤
た
も
労
働
雌
座
に
出
維
す

る
人
は
少
赦
で
あ
る
と
吉
わ
れ
る
。
こ
れ
は
英
・
米
と
序
し
い
対
照
を
な
す
も
の
と
一
一
、
〕
わ
た
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
唯
戦
後

江
〕
す
べ
き
こ
と
は
、
成
人
教
育
に
閑
心
を
も
っ
学
生
の
則
体
が
、
一
九
万
一
午
以
、
ベ
ル
リ
ン
の
牧
丁
場
に
於
て
、
労
例
考
が
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

育
に
伽
何
な
る
閉
心
を
も
っ
て
い
る
か
に
閉
す
る
洲
査
を
火
施
し
た
こ
と
で
あ
る
。
双
礼
労
側
考
教
育
へ
の
閉
心
は
、
人
ソ
？
７
｝

よ
り
学
生
一
の
方
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

　
固
　
　
「
労
働
と
生
沽
」

　
こ
れ
は
旧
民
一
＾
箏
学
佼
（
く
〇
一
ざ
ぎ
ｏ
｝
嚢
；
５
と
Ｄ
Ｇ
Ｂ
と
の
脇
例
に
よ
っ
て
大
庵
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
、
Ｎ
尺
“
午
ソ
佼

は
、
ｎ
山
な
成
人
教
育
を
行
う
夜
…
学
佼
で
あ
り
、
大
体
郁
市
で
閉
孔
、
肌
さ
れ
、
色
々
た
胆
〕
に
っ
い
て
、
〃
川
コ
ー
ス
を
行
っ
た
が
、



一
定
の
イ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
又
は
宗
教
的
信
条
に
立
脚
す
る
労
働
組
合
教
育
が
支
妃
的
で
あ
っ
た
戦
前
は
、
労
働
者
の
参
加
は
極
め
て
少

数
で
あ
っ
た
。
財
政
的
に
も
窮
迫
し
て
お
り
、
独
乙
の
国
民
高
等
学
校
は
、
ス
カ
ソ
ヂ
ナ
ビ
ア
諾
国
の
よ
う
に
、
成
人
教
育
に
於
て

確
固
た
る
地
位
を
保
持
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
戦
後
職
業
教
育
に
重
点
を
お
い
た
た
め
、
労
働
老
の
受
講

者
が
増
加
し
た
と
言
わ
れ
る
。
特
に
復
員
者
、
東
独
か
ら
の
逃
亡
者
、
寡
姑
等
が
参
加
し
た
。
ー
し
か
し
北
ラ
イ
ソ
。
ウ
エ
ス
ト
フ
ア

レ
ソ
州
を
除
い
て
は
、
依
然
と
し
て
不
振
で
あ
っ
た
が
、
西
独
全
体
の
組
織
と
し
て
、
「
独
乙
国
民
高
等
学
校
連
明
皿
」
（
Ｏ
。
、
一
け
。
。
。
プ
。
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

く
◎
Ｈ
ざ
ぎ
Ｏ
訂
Ｏ
巨
Ｈ
く
睾
罫
邑
）
が
結
成
さ
れ
て
い
る
。

　
か
か
る
国
民
高
等
学
校
と
Ｄ
Ｇ
Ｂ
と
の
協
力
に
よ
っ
て
、
如
何
に
し
て
「
労
働
と
生
活
」
が
成
立
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
１
）

そ
れ
は
次
の
よ
う
な
卒
情
に
基
く
も
の
と
言
わ
れ
る
。
Ｄ
Ｇ
Ｂ
は
、
そ
れ
白
身
の
労
働
組
合
教
育
が
、
政
治
教
行
を
某
礎
と
し
て
の

み
真
に
そ
の
効
果
を
あ
げ
得
る
も
の
と
考
え
る
。
こ
の
場
合
の
政
治
教
育
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
西
欧
民
主
士
上
義
を
擁
護
す
る

意
味
の
教
育
で
あ
り
、
こ
こ
に
成
人
教
育
の
担
当
者
た
る
国
民
向
等
学
校
と
の
結
び
っ
き
が
可
能
と
な
る
。
一
方
国
民
肯
Ｎ
等
学
佼
は
、

従
前
よ
り
も
多
数
の
労
働
者
を
受
講
せ
し
め
、
被
田
川
者
に
政
治
教
育
を
行
う
こ
と
に
閑
心
を
も
ち
、
Ｄ
Ｇ
Ｂ
が
協
力
者
と
な
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
多
数
労
糾
貝
の
参
加
が
期
待
出
来
る
と
考
え
る
。
そ
う
し
て
、
か
か
る
意
味
の
共
同
体
は
、
一
九
四
七
年
、
披
初
に

；
＆
Ｏ
易
弩
茅
９
で
誕
生
し
た
。
か
か
る
「
労
例
と
化
活
」
の
迦
軸
は
、
そ
の
後
｝
霧
乙
。
Ｏ
Ｐ
雰
毫
ま
　
そ
の
他
の
淋
州
に
允
於
し
て

行
っ
た
。
一
九
万
○
年
に
は
、
全
旧
的
組
繊
で
あ
る
害
己
窃
彗
匡
冨
ｏ
冒
ｏ
ぎ
。
。
ｏ
雪
掌
＞
ま
ｏ
岸
；
ｐ
－
ｏ
げ
雪
が
結
成
さ
れ
た
が
、
翌
一

九
五
一
年
に
は
、
　
こ
れ
が
一
Ｕ
彗
尋
訂
考
訂
一
厨
ｏ
昌
〇
一
易
９
隼
＞
ま
等
ｐ
－
ｏ
ぎ
目
と
な
っ
た
。
更
に
一
九
人
六
午
に
は
、
前
記
の

「
独
乙
国
｛
“
等
学
佼
連
蛆
」
と
の
脇
定
に
よ
り
旨
邑
匪
く
賢
９
ｂ
ポ
；
。
・
と
し
て
析
允
氾
を
す
る
こ
と
と
た
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

一
、
六
三
〇
を
赦
え
る
同
民
高
等
学
佼
の
受
維
考
約
二
九
〇
万
人
に
、
Ｄ
Ｇ
Ｂ
は
形
料
力
を
も
っ
に
千
っ
た
と
ゴ
わ
れ
る
。
こ
の
本

　
　
　
西
独
の
労
働
者
教
育
（
平
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
　
（
五
二
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
　
（
五
二
八
）

部
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ソ
に
お
か
れ
て
お
り
、
雰
く
彗
ぎ
悪
ま
Ｐ
事
Ｏ
旨
Ｏ
づ
一
串
轟
。
っ
實
一
；
＆
Ｏ
易
胃
茅
０
づ
一
オ
Ｏ
己
｝
¢
ヲ
．

オ
軍
塞
の
ｐ
穿
ｏ
邑
彗
ｐ
－
勺
雪
ぎ
ｃ
っ
ｏ
巨
窃
三
胴
－
；
一
。
・
宣
箏
等
の
「
労
働
と
生
活
」
が
、
こ
れ
に
加
明
皿
し
て
い
る
。

　
か
か
る
「
労
働
と
生
活
」
の
目
的
は
、
す
べ
て
の
労
働
者
に
対
し
て
、
政
治
的
∴
爪
教
的
世
界
概
に
二
だ
わ
ら
な
い
で
、
杜
会

的
・
政
治
的
教
育
を
提
供
す
る
に
あ
る
。
そ
の
た
め
夜
閉
学
佼
、
週
末
学
校
等
を
閉
講
し
、
又
長
期
の
宿
泊
学
伐
を
も
開
設
す
る
。

科
目
と
し
て
は
、
独
乙
史
、
外
交
政
策
、
経
済
学
、
杜
会
学
、
地
方
白
治
、
共
産
主
義
、
欧
州
統
合
等
が
数
え
ら
れ
る
。
又
曇
＆
Ｒ
．

。
。
８
茅
８
で
は
、
「
労
働
と
生
活
」
の
コ
ー
ス
を
批
当
す
る
教
師
の
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
る
。
再
人
に
全
国
糾
織
と
し
て
は
、
後
進
国
の

諾
問
題
を
討
議
す
る
た
め
、
一
連
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
る
。
ユ
ネ
ス
コ
や
エ
ー
ベ
ル
ト
財
団
か
ら
の
援
助
を
得
て
、
一
九

五
二
年
十
二
月
、
そ
の
塘
一
回
を
閑
催
し
た
。
テ
ー
マ
は
、
　
「
ア
ジ
ァ
諸
民
炊
の
再
起
」
で
あ
っ
た
。
印
度
、
イ
ソ
ド
ネ
シ
ァ
、
中

国
か
ら
も
代
表
者
が
参
加
し
て
、
報
告
を
行
っ
て
い
る
。
一
九
六
〇
年
四
月
に
は
、
ア
フ
リ
カ
淋
国
の
沽
閉
題
に
つ
い
て
、
第
二
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
陶
い
た
。

　
な
お
こ
れ
ら
「
労
働
と
生
活
」
の
渚
活
動
に
必
要
と
す
る
経
黄
は
、
Ｄ
Ｇ
Ｂ
、
同
民
高
等
学
佼
が
分
担
す
る
外
、
授
業
料
、
州
並

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
“
）

に
連
邦
政
府
か
ら
の
補
助
企
等
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
る
。
ベ
ル
リ
ソ
を
・
谷
む
渚
州
の
「
労
働
と
生
沽
一
の
連
動
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で

は
省
略
す
る
外
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
（
１
）
・
｛
二
≦
員
Ｈ
二
－
争
９
向
２
・
き
９
．
委
９
り
．
一
・
。
ｏ
．
一
宗
鼻
・
Ｐ
・
宇
；
豪
－
一
べ
．
一
・
つ
・
巨
｝
・
一
・
．
Ｐ
・
．
０
１
・
。
・
。
・
・
。
「
・
。
ご

　
　
一
Ｕ
胃
声
〔
訂
鼻
０
訂
『
．
申
甲
○
．
○
つ
』
き
．

　
　
（
２
）
　
ｑ
二
〇
向
向
Ｏ
二
〇
Ｐ
ｏ
字
Ｐ
一
〇
－
二
勺
』
仁
り
∴
ｏ
○
○
斤
９
づ
｛
Ｏ
◎
暮
）
、
．
ｏ
Ｐ
ユ
け
七
り
し
｛
１
｛
靹
．

　
　
（
３
）
↓
ユ
鶉
ｏ
７
Ｐ
Ｐ
○
．
ｃ
つ
．
Ｎ
参

　
（
４
）
　
く
ぴ
ｑ
－
二
Ｕ
胃
＞
ユ
Ｕ
９
釘
ｏ
ぎ
Ｈ
．
仰
．
－
巨
■
ボ
宕
ｏ
○
．
ｏ
ｏ
○
○
』
り
？
１
０
ｏ
○
○
∴
０
２
あ
一
〇
Ｐ
ｏ
干
Ｐ
二
〇
◎
．



（
５
）
豆
．
一
－
一
葦
ら
二
一
葦
；
き
・
量
一
・
↓
品
…
。
・
ｑ
・
一
．
・
。
・
き
薫
註
彗
了
Ｏ
・
一
．
巨
…
〇
二
三
〇
婁
２
ぎ
｝
・
葦
・
ブ
・
奏
竃
季
争
…
。
萱
・

　
　
一
〇
¢
～
．
　
ｃ
ｏ
○
つ
．
ｍ
ｍ
べ
－
’
ｍ
Ｏ
ｏ
．

（
６
）
　
ｏ
｛
二
〇
向
向
ｏ
二
〇
Ｐ
ｏ
卜
Ｐ
ぎ
○
．
り
Ｐ
畠
Ｈ
－
Ｓ
一
ｃ
つ
ｏ
プ
旨
プ
ｏ
－
Ｎ
．
申
甲
○
・
ｃ
ｏ
○
つ
・
○
◎
Ｈ
－
○
ｏ
ド

一
７
）
・
｛
二
；
考
向
＞
二
２
・
、
葦
や
き
．
二
…
葦
・
一
・
；
・
．
○
．
・
つ
・
つ
養
－
・
。
ご
↓
ユ
・
。
・
・
Ｆ
Ｐ
Ｐ
○
・
・
。
・
婁
・

へ
８
）
く
び
・
一
．
二
呂
；
二
言
＞
ま
一
蚕
、
巨
一
ぎ
曇
屠
ユ
ぎ
里
一
一
一
二
嘉
乙
・
一
・
雪
萎
雪
■
９
一
一
・
實
＞
・
巨
雪
一
ヨ
尾
享
一
婁
竃
三
長
・
…

　
　
Ｈ
キ
Ｏ
ヨ
¢
鼻
宇
一
．
＞
一
、
げ
等
弩
；
２
長
．
お
睾

一
９
）
．
・
一
－
ｏ
・
・
；
邑
；
一
く
・
・
二
戸
事
千
－
ｍ
○
・
；
。
目
－
。
・
。
Ｐ
．
Ｆ
事
二
・
。
，
，
§
∴
、
一
、
、
一
。
、
。
７
饅
・
、
一
・
○
妻
・
婁
、
一
．
二
一
；
、
ｏ
、
／
－

　
　
○
や
ミ
．
り
山
０
．

（
珊
，
一
三
、
二
〇
〇
〇
斤
彗
ら
ヨ
身
∴
ｏ
り
．
～
．
事
亀
－
争

（
ｕ
）
　
；
コ
つ
二
叶
鼻
ウ
写
＞
ユ
０
９
け
撃
一
〇
｛
５
目
ｂ
Ｏ
ｑ
一
ぽ
艘
、
－
Ｐ
申
饅
．
○
．
Ｃ
○
．
じ
．

（
１
２
）
し
ｂ
９
妻
ま
し
一
二
臼
罵
。
つ
嘗
一
墨
毒
一
一
・
二
鶉
雲
邑
馨
・
げ
・
豪
マ
多
窪
ン
一
．
至
；
己
ピ
｝
９
．
、
二
『
一
ぎ
．
２
、
一
秦
．
ミ
；
・
テ
…
；
．

　
　
蒜
亨
ｈ
ぎ
７
，
Ｈ
腎
Ｎ
．
畠
８
．
０
０
０
０
．
－
。
。
心
－
Ｏ
。
・
。
．

（
詐
）
　
一
几
．
斤
六
年
に
於
け
る
州
肚
府
の
補
助
企
で
。
判
州
せ
る
も
の
は
、
次
の
迦
り
で
あ
ろ
、
一

　
　
　
茅
Ｈ
享
一
。
・
一
〇
〇
〇
〇
く
．
串
彗
Ｏ
箏
鼻
○
○
○
享
一
．
Ｃ
っ
ま
易
乏
。
・
－
一
一
〇
麦
多
き
○
○
○
享
、
一
．
｝
Ｈ
婁
９
・
。
〇
一
〇
〇
：
ま
．
事
皇
ユ
一
二
～
－
Ｃ
○
○

　
　
　
○
竿
　
婁
＆
Ｏ
轟
碧
訂
彗
畠
〇
一
〇
〇
〇
〇
く
．

　
　
　
　
こ
れ
一
」
よ
れ
ば
、
；
＆
ｏ
易
胃
茅
ｇ
が
一
八
万
マ
ル
ク
で
断
然
多
い
。
な
お
逃
椰
政
府
各
劣
大
匝
は
、
「
労
働
と
小
爪
」
の
述
動
を
支
持
し
、

　
　
〈
〕
計
二
〇
万
マ
ル
ク
を
補
助
し
た
と
い
わ
れ
る
。
ｏ
｛
・
０
８
斤
”
箏
｛
Ｏ
◎
享
ざ
ｏ
り
二
〇
ド
り
・
お
・
旨
◎
８
べ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
六
四
、
　
一
、
二
〇
）

西
独
の
労
働
者
教
育
（
平
田
）

四
九
　
（
五
二
九
）


